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    ◎開議の宣告 

〇議長（仙海直樹） ただいまから本日の会議を開きます。 

                                   （午前 ９時３０分） 

                                             

    ◎一般質問 

〇議長（仙海直樹） 日程第１、一般質問を行います。 

  質問の通告がありますので、順次発言を許します。 

                                             

               ◇ 加 藤 修 三 議員 

〇議長（仙海直樹） 最初に、６番、加藤修三議員。 

〇６番（加藤修三） ７月の西日本豪雨では、死者227名、今も行方不明者数名、９月４日の台風21号

では、記録的な暴風雨で死者11名、倒壊家屋など大きな被害が発生し、９月６日の北海道で震度７

の地震が発生し、土砂崩れによる多くの家屋が倒壊し、大停電にもなり、41名の方がお亡くなりに

なりました。亡くなられた方には心よりお悔やみ申し上げますとともに、早急な復旧、復興を願っ

ております。当町は、地すべり、崖崩れ、土砂災害の危険性が高い地域でもあり、災害予測時の避

難準備情報の発令のタイミングや夜間停電時の避難方法、さらなる避難訓練等の見直しをし、人的

被害が出ないことを強く願っております。 

  本日の質問は、災害がありましたので、今回１つ心温まるということで、災害ボランティアの大

分の尾畠さん、これは２歳児が行方不明になったものを助け上げたということで、皆さんにはほっ

とした雰囲気を与えられたのではないかと思います。彼は78歳ということで、町長より約半回り下

という中で、すごいパワーがあるなと私も感じました。私はまだそれよりも一回り、約10歳下であ

りますので、彼のパワーを見た中で、まだまだ力は足りないなという中で、きょうの一般質問は私

も彼を見習って、目いっぱいの力を出して質問させていただきますので、どうぞよろしくお願いし

ます。 

  新潟市西区の小学２年生の女児が、５月、下校途中、近所に住む男に連れ去られ、殺害され、越

後線脇に遺棄されました。また、千葉県では、ベトナム国籍の小学生が昨年春、保護者会会長によ

るわいせつ目的で連れ去られ、遺体で発見された痛ましい事件がありました。６月定例会では児童

の安全対策として見守りの強化の一般質問がありましたが、児童が犯罪に遭わないために自分自身

で身を守る防犯意識を持たせることが必要ではないかと考えますが、町長についてはこの辺どうお

考えでしょうか。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 加藤議員さんの目いっぱいの質問にお答えするという意味合いにおきましても、
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より詳細に具体的にご理解をいただくというために、実はこの問題につきましては、去る６月14日

でございますが、教育調査会の会が持たれて、私がトップであるわけでございますが、そのときに

教育長以下関係職員、そして教育委員、さらに学校関係者、皆さんがお集まりのときに、今加藤議

員さんがご質問される内容につきまして、万全の体制をもって、具体的に犯罪を防止するための直

ちに対応をしなさいと強く指示をいたしました。 

  それにつきまして、今回また加藤議員さんからのご質問がございますが、これにつきまして私の

指示に従って、教育委員会及び学校関係者と密なる連携をとりながらの対応をされた内容につきま

して、教育長のほうから説明申し上げますので、ご理解いただきたいと思います。 

〇議長（仙海直樹） 教育長。 

〇教育長（佐藤 亨） それでは、ただいまの町長のお話のように、私のほうから答弁をさせていた

だきます。 

  まず本題の前に、いわゆる新潟市の事件を受けて、その防犯の取り組みを強化しているわけであ

りますが、その全容を町として取り組みをどのような形でやっているかということをわかられたほ

うがまたよろしいのかと思いますので、若干説明させていただきます。取り組んでおります防犯活

動は、まず全児童生徒への防犯ベルの所持、小学生低学年へ、あわせて笛の携帯、いわゆる１人区

間については小中学生とも学校で地図上の作成をいたしました。点検を行うと同時に、また区長を

通じての子ども110番の家の拡充依頼、子ども110番者ステッカーの配付、そして10月に学校とＰＴ

Ａ等での防犯パトロール、防犯訓練、防犯関係機関との連携強化のほうを図っている、あるいはま

たいくところであります。このような中で、いわゆる議員のおっしゃる自分の身は自分で守るとい

う防犯意識、この高揚、啓発、あるいは醸成というふうなものは非常に大切なものと考えておると

ころでございます。 

  授業を定期的に行う考えはないかというふうな、そこのところはまた後ほど触れられるのかどう

かわかりませんが、そのような中で、子供に防犯意識を持たせる授業を定期的にということであり

ますが、いわゆる授業といいますと、国の示すカリキュラムでありますが、その授業の中には防災

についてはございますが、防犯というふうな位置づけはないわけであります。したがって、特設に

なるところが、どこの学校でもそうかと思いますが、防災教育が年三、四回位置づけられておりま

すので、そこに防犯の取り組みを組み合わせて、学校は実施する考えであります。さらに、全校朝

会では、校長から毎回必ず防犯の話を入れること及び不審者情報があった際には各学級、学年でき

め細かな指導と防犯意識の醸成を機会を重ねて強く図ることと学校と確認いたしておるところであ

ります。 

〇議長（仙海直樹） ６番、加藤議員。 

〇６番（加藤修三） いわゆるシステムは立派なものができたと思います。 

  さて、その中で、新潟西区の大桃さんが亡くなった、２年生、亡くなった状況を見ますと、防犯
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ベル、これは１、２年生については必ずつけさせていたという中で、実際防犯ベルがついていない

という状況でありました。そういう中で、避けられることが避けられなかったりということもあっ

たと思うんです。ですから、システムは立派なものをしたけども、現実には生きるものにならなけ

りゃいけないということをちょっとご理解していただきたいということと、やはりまず防犯の中で、

連れ去られようとしたときに、例えば訓練いうか、今訓練という言葉があれだったから、防災の教

育の中に入れ込む中で、例えば大きな声を出すということについて、どのような声を出すのか、ち

ょっとお聞かせ願いたいと思います。 

〇議長（仙海直樹） 教育長。 

〇教育長（佐藤 亨） まず最初に、防犯グッズ類のことについて、それが鳴るか鳴らないかという

ふうな、新潟市ではなかなかそれが機能していなかったという、そういうふうなお話でありますが、

確かに防犯グッズ、ベルはそれは所持し、それが実際に鳴ることによって生きて働くものだと、そ

ように考えております。したがいまして、この防犯グッズを渡しましたときに、小学校では実際に、

いわゆる鳴らす訓練、これ７月12日に実施いたしておりますが、そこで訓練を行うと同時に、確認

を行うと同時に、中学校ではその防犯グッズを所持しながら、実際はそこで鳴らしたかどうかわか

りません。でも、貸与したときには真新しいものでありますから、鳴るということは確認しており

ますし、小学校でもそれは確認しているところでありますが、防犯グッズを渡したときに実際に学

校で訓練として、教師が不審者になって、それ見立てて実際にやっているところであります。 

  なお、防犯の疑似体験というふうな形で２つ目にお話しされましたが、これも学校で避難訓練の

中で実際にやっているところでありますが、そういう防犯の体験の訓練というものは実に大事であ

るし、これはそれが単なる防犯の一時的なものであると同時に、簡単な対応ではない、その場面が

いろいろ状況は考えられますので、そういう場面を設定した中での体験というふうな訓練をさらに

進めていく考えであります。 

〇議長（仙海直樹） ６番、加藤議員。 

〇６番（加藤修三） 防犯ブザー、これについては現にかばんにつけているのか、もしくは必ず登下

校のときには携帯してすぐ鳴るような形になっているのかということの質問がまず１つと、現実に

被害に遭った方の資料を見ますと、まず防犯ブザーを鳴らしたという、東京都ですけども、年間36件、

そのうち小学生が約半分ぐらいが全国である中で、被害に遭った人の状況を聞くと、防犯ブザーを

鳴らしたというのは全体の0.8％、１％ないんです。それぐらい現実は難しい問題だということはど

のように理解しているのかなということです。まずかばんの問題と、今のこのこういう問題が現実

にあるということを理解されているのかどうか、それでどう対応しているのかということを聞かせ

てください。 

〇議長（仙海直樹） 教育長。 

〇教育長（佐藤 亨） まず、防犯グッズ、防犯ベルの所持についての、どこについているかという
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ふうな問題でありますが、学校ではすぐに対応できるような形で、いわゆるかばんの外側にぶら下

げるような形が、その指導のもとで行われていると考えております。さもなければ、それがすぐに

かばんから取り出すというふうな、そういう時間は有事はないわけでありますから、そのような形

ですることが実効性を伴うものと考えております。 

  それから、このような事件が起きた意識というふうなものはどうであるか、これはやはり再三再

四、事あるごとに、あるいは子供たちに対する心にいわゆる響くというふうなものは、絶えず話を

することによってそれは意識づけられていくわけでありますので、そういうふうな機会を多くしな

がら、そのパーセンテージというのは、そういう事件に対する捉え方というのは、そこまではまだ

はかっておりませんけれども、そんなような形で、絶えずきめ細かな話をすることによって意識は

高揚するものだと、そのように考えております。 

〇議長（仙海直樹） ６番、加藤議員。 

〇６番（加藤修三） 訓練等含めて、そのような向上をしていただきたいと。 

  先ほど言ったように、声を出すということも訓練の中にあると思うのだが、それはどういう声を

出すのかということをちょっとお聞きしたかったんですけども、これも全体の３％、2.5％ぐらいし

かないんです。何でかいうと、これぱっとあったときには、インモビリティーということで人間動

けなくなる、声も出せないというのが、大人もそうですけど、必ずあるということなんです。これ

やるには、やはり日ごろの訓練しておく、これが大事です。例えば一番わかるのは、水泳教室行っ

ている子供は、川に落ちた、海に落ちた、池に落ちたといったときにばたばたしないです。すうっ

と浮きます。そういうふうな形で、心の怖いということをコントロールする力ができるんです。そ

れは、イギリスは相当やっているらしいんです。 

  これについて、日本では静岡県が今やり出しているということで、これらも頭に置きながら、我

が町では絶対起きないということをしていただきたいということを思うし、あともう一つは加害者

の情報をとったときの加害者のデータは、やはりデータでいったときに逃げると、走って逃げると

いうのが今までのデータの中で約50％あるんです。そのときにどれだけ距離逃げた。が、加害者が

追っかける。加害者のアンケートをとった中で、約20メートル逃げたら追っかけないと。20メート

ルというと、電柱と電柱間が大体50メートルです。その半分ぐらい全力で逃げるという形で、それ

も知識として教え込んでいくというのが必要かなと。だから、知識を覚えさせることと、やっぱり

それなりの体験をさせるということと。例えばよく被害に遭う人は、よく帰りに後ろにこそっとつ

いて、後ろ見たらいたとかいうことがありますから、その辺も注意すると。なぜならば、あそこの

西区の大桃さんのいったって、500メートル手前、300メートル、500メートル手前のとこから分かれ

て、そうしたらもう悪質なやつで狙っていたんでしょう。近所の子は100メートル以内の自分の家の

エリアの子供、小林何とかという子でしたけれども、そういうふうな形で狙っているものですから、

やはりその辺は注意深く歩くということも必要かなと。もう再三言いますけれども、親たちが見て
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いる、うちの自治体が子供たちが下校時の皆さんの気配りとあれをしてくださいというふうな形で

なくて、自分たもそういうふうな形で意識を持って、自分たちも対応できる体制をとるということ

を強くお願いして１つ目の質問を終わらせてもらいます。 

  次に、学校校内での不審者情報、これらについては今どのような体制になっているかというのを

ちょっとお聞かせください。 

〇議長（仙海直樹） 教育長。 

〇教育長（佐藤 亨） 以下２つ目のご質問しましたが、その前に大声を出すというふうな回答を私

のほうで欠落しておりましたので、お話しいたしますが、７月12日に防犯ブザーを配付しましたと

きに、小学校では実際に声を出す訓練ということで、助けてという大声を出すというふうなので訓

練をいたしております。そのボリュームというか、その大きさは定かじゃありませんが、助けても

らうんだから、当然大きな声を出しているんじゃないかと推察はできます。 

  そして、事の場面に接したときに、確かに子供は声も出せない、萎縮するというふうなお話であ

りますが、これは大人でもやはり、不審者だけじゃなくて、いろんな災難に出くわすときに、ちゅ

うちょするということは往々にしてやっぱりあるんじゃなかろうかと、ましてや子供でありますか

ら、そういうふうな萎縮することは大人以上に大きいものだと思います。そういう大きな声を出す

訓練、あるいはまた逃げるというふうなもの、先ほどいろいろ逃げるということでお話をされまし

たが、実際にこういう不審者の時間帯は夕方の３時から６時というふうな時間帯が非常に多いとい

うことは承知いたしているところでありますが、特にそういうふうなときにはさらに十分考えなが

らやっていきたいと、やってもらいたいと、そのように考えております。 

  それから、本題の学校内での不審者情報の共有でありましょうか、そのことについてであります

が、学校内での不審者情報の共有についてであります。新潟市の事例では、該当児童が登校後、確

かに不審者に声をかけられたということを級友に話をいたしております。しかし、本人並びに級友

から担任など教員に伝わらなかったこともこの事件の、いわゆる事件を防ぐことができなかった要

因の一つと考えられております。また、近隣市町村から、あるいは警察から不審者情報というもの

があるわけでありますが、この場合に教育委員会のほうにもその連絡が参ります。各学校にすぐに

通知いたしまして、児童生徒に指導しているところでありますが、保護者へは即刻一斉メール、こ

のときに非常に一斉メールが活用されて、大事なものだなということを痛感するんでありますけれ

ども、即刻一斉メールで注意を促し、保護者からも認識してもらっているところでございます。議

員のお話のとおり、校内での不審者情報の共有は事件を未然に防ぎ、極めて重要なことと考えてお

りますので、学校には事の大小にかかわらず、相談しやすい、あるいは報告しやすい環境づくりと

共有方法を一層醸成するよう指示いたしているところであります。 

〇議長（仙海直樹） ６番、加藤議員。 

〇６番（加藤修三） 不審者情報の前に声を出すということで、例えば一つの例でいいますと、駅構
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内とか人がいっぱいいるところで何か人をつかむときには、もし犯人とかつかむときには、まず泥

棒だとか言ったほうがいいです。人殺しとか言うとみんな逃げますから、言い方一つ間違うと、み

んなが散らばるということはありますので、その辺の言い方とか、声を大きく出すということはい

いかなと思います。 

  今の不審者情報の中で、新潟県の小学生がそういうふうに殺害された中で、新潟県議会では性犯

罪者に対してＧＰＳ、これを装着してということで国に検討を求める意見書を賛成多数で出したと

いうようなことで、そういうものを、その情報をやっぱりとって、我々のところもそこまでせいと

は言わないんですけれども、そういう過去に被害を与えたとかいう人の情報はとっておいた中で、

やはり父兄のほうにもある程度知っていてもらわないといけないかなと思うんです。なぜかといい

ますと、新潟西区のは過去にもそういうわいせつ行為で捕まっていると。もう警察は、最初から目

をつけていました。それから、千葉県松戸の渋谷という、もともと保護者会会長、これが朝毎日立

って「はい、おはよう、ハイタッチ」、実はそんなやつが鬼みたいなやつだと。それと、彼も調べ

ると、やはり前科っぽいところがあるんです。そういう人たちは、やはり何か持っているんです。

それをどこまで共有してもらえるかというのも必要かなと思うんです。ですから、でもそれは更生

したからよくなったとかいうのもありますけども、もうそういうことになって議論すると、コンク

リート殺人のことを私はだあんと言いたいんだ。何も直っちゃいねえんだと。今やった連中、あん

な悲惨なことをやっていてもそうなんです。ですから、情報はきちんととって、その中で、それに

かかわっている人はそれなりに共有しておいたほうがいいかなというふうに思うんですが、その辺

いかがですか。 

〇議長（仙海直樹） 教育長。 

〇教育長（佐藤 亨） 犯罪を防ぐというふうな方法というのは確かに県議会でも採択されたという

ふうなことでありますけれども、ＧＰＳ関係でありますが、教育の世界はどうしても人を信用する

といいますか、信頼しなさい、いわゆる親切な言葉をかけなさい、手助けをしなさい、あるいは私

どもよく町でも子供たちに、人と出会ったときに、知らない人でも声をかけなさい、そんなことで

挨拶はいいなというふうな声も時々聞くんですけれども、そういうふうな温かい言葉をかけたりす

ることが、ともすると松戸のようなことに発展しかねない。予想しかねないようなものが実際に起

きるということは確かにあります。したがって、教育の子供たちを教える中においても、そういう

一面もやっぱりあるのかなと思いながら、しかし信頼をするということは人間の大前提であろうか

と思いますので、そんな中でこういうふうな事例があったというふうなものを通しながら、そうい

うことにも触れていくということが肝要かなと、そのように考えておるわけでございます。よろし

いでしょうか。 

〇議長（仙海直樹） ６番、加藤議員。 

〇６番（加藤修三） 当初は良寛さんの町ということで、心清らかなこういう町の中で、非常に矛盾
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のところがあるんですけども、あるところは不審者ということで、大人が道聞いたということだけ

でも不審者扱いにするところもあるんです。なぜかというと、大人が子供に聞くんじゃないと、も

っと大人に聞けというふうな捉え方をするところもあるんです。ですから、そういう情報も含めて、

学校ほか、もう情報をとれるところについては子供たちが話しやすい環境、これをつくっていって

やって未然に防ぐと。 

  例えば近隣の市の中の幼稚園にちょっと顔を出した中見たのですけれども、不審者情報つづりと

いうのもこの町は一斉に父兄に配付しているということですが、つづりを出しておいて、いついつ

に不審者こういう人があったということで、それプラスもう一つはそういう要綱と指導要綱、これ

もプラス、ただ出ましたよ、注意してくださいじゃなくて、指導要綱もつけているということで、

そういうものを幼稚園から中学校まで全部配付していると。それを見やすいところでいつでも閲覧

できるようにしているということで対応して、情報をすぐ発信しているというようなところもあり

ますので、その辺について小学校、中学校、高校の近接する近くの学校くらいまでは情報が共有で

きるというふうにする考えはないでしょうか。 

〇議長（仙海直樹） 教育長。 

〇教育長（佐藤 亨） 犯罪を未然に防ぐというふうなことで、そういう不審者情報、あるいはまた

それに対応する指導、あるいは例えば逃避の方法とか、そういうのを全て網羅したような形が全く

理想的なことだと思います。これについてはこれからの時代が情報機器に頼るような時代も非常に

あるし、子供たちの能力もそういうふうな対応できるというふうなことも考えられますので、今後

の問題としてさらに考えていく必要があろうかな、そのように考えております。 

〇議長（仙海直樹） ６番、加藤議員。 

〇６番（加藤修三） うちの子供たち、小学生の入学しても十数人と、物すごい宝なんです。こうい

う人たちが一人でも絶対、この44平方キロの出雲崎の小さな町の中で起きちゃいけないということ

をみんなで自覚して対応していっていただければというふうに思います。 

  次に、やはり学校だけにやらせたからいいというもんじゃなくて、家庭での対応ということで、

やはり学校から防犯ブザーをもらった、もう安心したと。もらったからとかじゃなくて、うちの子

だけは大丈夫だろうとか、何も話をしないから大丈夫だろうとかいうことがあると思います。我々

が子供のとき、学校の先生にも殴られたりして親に言うと「おまえが悪いからたたかれるんだ、当

たり前だろう」というふうなことで、悪いことするとそうだと思いますし。というか、どうでもほ

かの遊びして悪いことすれば、おまえこういうことしたからということで、次から自分の中に悪い

ことしたからやっぱり親に言って、また結果的に頭ごなしに怒られるというようなことが多々ある

と思いますが、今はその辺はいかがなものかと思うんですけども、やはりそういうところから話し

やすい環境をつくって、いつも何か同じお兄ちゃんが挨拶してくるんだけどなといったときに、親

がいろいろ考えた中で危険性を感じるとかいう何かがつかめるような体制がとれればいいかなと思
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うんですけども、例えば親に対してのテーマを与えた指導法とか、何かそういうふうな形で町に家

庭にぽんと１つ条件を与えて話してもらうという考えとかはないのでしょうか。 

〇議長（仙海直樹） 教育長。 

〇教育長（佐藤 亨） 加藤議員のただいまご質問は、防犯体制の堅固な確立の一環として、家庭内

での親子の意思疎通を図りながら、危険事、また初め何事も話し合えるという、そういう環境づく

りを啓発してはというところに集約されると理解いたしております。 

  そんな中で、何事もそうでありますけれども、防犯対策をいわゆる山ほど積んだとしても、これ

で万全というふうなわけにはいかないところであります。そのような中で、子供だけへの視点では

なくて、親への防犯意識の喚起は非常に重要であると、そのように考えております。うちの子供に

も起こり得るという、そういう意識をぜひ持ってもらいたいと、そのように考えております。特に

親を対象として子供を守る意識高揚は、既に学校学年便り等、あるいはまた防犯プリントを通して

行っているところでありますが、警察署員などの防犯専門の立場からのお話を聞く会とか、そうい

うふうなものは特に話を聞いて親に聞いてもらうということは、プリントでは言い尽くせないもの

がある、そのように考えます。家庭内での親子の会話や、親の子への接し方など、やはり心に響く

ものが得られると考えますので、10月には親の集会がありますので、若干の時間になりますか、そ

の時間の集会の機会を通しまして、ぜひ話を関係の専門の人から話をしてもらうような、その機会

を学校と話し合って、先般校長会ありましたんですが、そこでは行うということを確認いたしてお

ります。 

〇議長（仙海直樹） ６番、加藤議員。 

〇６番（加藤修三） これはやってもやっても尽くしきれるレールがあるわけじゃないですから、も

うどんどんそういう問題が出たら話し合ってもらうというようなこともどんどんやっていっていた

だきたいと思いますし、あとやはり事例見ますと、子供たちの家の中での持ち物、小学校１年生な

らぴかぴかの１年生、名前つけてランドセルというのはあるんですけれども、このごろやっぱり個

人情報という形も含めてなんですけども、やはりかばんだとか自転車だとか傘だとかいうものにつ

いて名前が見えると。過去にも被害が他県でありましたけども、そこの家の子供の黄色い傘のタグ

のところに名前が書いてあったから、それを今度出てきた何々ちゃんと、知っている人ということ

で、そういう殺害事件もありました。ですから、親にもその辺を今度もうひとつ教育しながらやる

ということと、例えばこれはいいか悪いかわかりませんけれども、家でとか遊んでいるとき何々ち

ゃんと呼ぶのをやめようという教育関係も出ているんです。例えば親がお兄ちゃんだとかお姉ちゃ

んだとか言って。そうしないと、もうずる賢いやつはそれを聞いていて名前を知っていて、知って

いる人と思っちゃうという子供がいますので、そういう呼び方もできるだけ避けたほうがいいです

よというようなことも言われていますので、その辺やることはいっぱいあると思うんですけども、

わかる限りのことは情報を流していただいて、家庭でしっかり対応していただくことをテーマに進
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めていっていただければと思いますし、これが今問題になっていますけど、一過性のこういう防犯

対策ということで終わらないためにも継続してやっていくということが必要でないかと思いますの

で、かあっと一時的に燃えるというのじゃない形で今後も進めていっていただきたいと思います。

それを願って私の質問を終わらせていただきます。どうもありがとうございました。 

                                             

               ◇ 三 輪   正 議員 

〇議長（仙海直樹） 次に、７番、三輪正議員。 

〇７番（三輪 正） 今回の北海道の大地震ということで、私もこれから質問いたしますが、観光面

についても非常に大変な影響が出ているということで、北海道は産業の中ではやっぱり農業ですと

か、それから観光というのが非常に多いなウエートを占めているということをつくづく感ずるわけ

でございます。 

  当町につきましては、観光立町へ着実な前進をということで、当町は以前から良寛さんですとか

天領、石油、海、また北前船等の観光資源を活用して、観光客の増加による地域の活性化を進めて

きましたが、現状の評価と今後の具体的な推進について伺います。また、新潟県知事花角さんが今

度就任されまして、先日花角さんのお話を聞く機会がございまして、知事は以前から国土交通省関

係に長くおられたということで、交通の面、それから観光の面につきましては非常に経験者であり

ますし、本人も熱意を持っておられました。新潟県は観光立県にするんだということで、非常に強

い意欲を持っておられましたが、それに乗りまして、ぜひ出雲崎も何とか今以上にまた前進するよ

うな形をお願いしたいと思うわけでございます。 

  １番目に、各施設のことでございます。町内では特にお客さん対象の施設としましては天領の里、

良寛記念館、心月輪がございますが、そちらの今最近の来客数ですとか売り上げ等はどうなってい

るのか、またそれについて順調にいっていればいいわけですが、もし停滞したり、また減少してい

る場合はどういうふうにそれを立て直すのか、その辺の町の考えをお伺いいたします。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） お答えをいたしますが、まず現状をちょっとご理解をいただきたいと思ってい

ますが、天領の里の来客数につきましては、平成27年度が10万6,000人、平成28年度が11万4,000人、

平成29年度は11万2,000、おおむね横ばいより、また若干増えているかなと思っています。売り上げ

につきましては、27年度は１億2,700万、28年度は１億3,400万、平成29年度は１億2,700万です。良

寛記念館の来客数につきましては、残念ながら平成27年度は１万1,300人、28年度は１万500人、29年

度は１万人を切りまして9,700人というふうになっております。入館料と物品販売を合わせますと、

売上額は平成27年700万、28年度は670万、29年度は607万円でございます。心月輪の来客数につきま

しては、平成28年度が8,228人、平成29年度が5,503人、売上額は平成28年度が814万円、29年度は549万

円となっています。来客数と売上額のアップを目指しまして、今年度からこの３施設が町で連携会
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議を行っておりますが、今まで３回開催をいたしましたが、７月に、３施設の合同クーポン券を７

月23日に発行しました。これにつきましてはおおむね好評いただいておりますし、今後もやっぱり

各施設連携をとりながら、相乗効果を上げるべく努力をしながら、一層の誘客に努めてまいりたい

というように考えております。 

〇議長（仙海直樹） ７番、三輪議員。 

〇７番（三輪 正） 今ほど伺いまして、ほぼ横ばいないしはちょっと厳しいというふうな状況でご

ざいます。そしてまた、クーポンの実施等やっておられるということでございます。じゃ、後でま

たまとめてちょっと質問したいと思います。 

  それと、２番目ですが、町はイベント、施設の管理に毎年多額の予算を計上しているが、支出に

見合う効果は出ているのか。特にイベントにつきましては、非常に私は担当者もご苦労されている

なと、本当に頻繁にイベントがございますので、よくあの人数でこなしておられるなということで、

本当につくづく頭が下がる思いですけれども、その辺の実際今現在町の観光費は、これは捉え方に

もいろいろありますけれども、約１億円が毎年、平均で１億円くらいの観光費というふうに言われ

ている形で予算が組まれておるわけですけれども、その辺を、とにかくこれ観光は実際、じゃ何人

入ったからいいというものじゃなくて、それと同時にその町の元気とか、またイメージとか、そう

いったのもあるんで、何もかも単純にはできませんけれども、一応やっぱり多額の予算使うんであ

れば、もっと例えばこういうふうなところの効果があるんだとかいうふうな形、その辺の考えをお

願いいたします。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 三輪議員さんのおっしゃるとおりです。観光、いろいろなイベントを行ってい

るわけでございますが、これにつきましてはやっぱり継続は力なりで、直ちにそのものを、いわゆ

るその金額なり、あるいはいろいろな意味の表現であらわすことはできないわけでございますが、

やっぱりこのイベント等につきましては、目的達成につながるべく、相違工夫を凝らしていかなけ

ればならないと思っています。 

  ただ、これは通年的なマンネリ化に陥りまして、単なる同じことを継続でやっているということ

では、私はやっぱり効果は出ない。やっぱり多額の経費をかけているで、皆様方のご理解をいただ

きながら、この観光イベント等もやっているわけでございますので、その時代なり、あるいはお客

様のニーズに応えながら、常に斬新さと興味をひとつ引いて、ぜひ大勢また参加いただくというよ

うなことについて検証しながら考えていくということも必要だと私は思っています。今後も財政状

況も踏まえまして、効果的、効率的な、今申し上げますような、また議員各位、あるいは町民各位

のいろいろなご意向をしっかりと踏まえながら、官民一体となってこの事業を進めてまいりたいと

いうふうに考えておるわけでございます。 

  天領の里や農村環境改善センターなど大きな施設は、建設後若干時間も経過しておりますので、
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老朽化等もあります。ひとつこの大事な施設を継続で維持するためには、やっぱり大きないわゆる

施設修繕に至らないうちにしっかりと細かく点検をしながら、その維持管理に努めるということが

大事ではないかなと思っておるわけでございますので、大事な施設でございます。やっぱり長く皆

さんからご利用いただくためという面につきましてもしっかりと遺漏のないように努めてまいりた

いというふうに考えています。 

〇議長（仙海直樹） ７番、三輪議員。 

〇７番（三輪 正） 次は、今現在当町の観光はイベント主体の、どうしてもやっぱり集客というこ

とで、ただの年間の出雲崎の観光客をもしわかったら聞かせてもらいたいんですが、多分例えば汐

風食堂に何千とか何万人とかというような形で、それも大事なんですが、要するに問題は、通常イ

ベントがないときでも、ある程度やっぱりお客さんが来て、今も来ていますけど、もっと多くて、

例えば海岸の妻入りの街並等は常に観光客なりが散策しているといったものをもっともっとふやし

ていただきたい。そして、イベントですとどうしても地元に落ちるお金というのは一過性になりま

すけれども、やはり常時お客さんが来ることによって、出雲崎の観光関係の方、特に宿泊施設です

とか土産品を売るとか、そういったところに金が落ちれば、もっと町も、プラス効果が出たからも

っとまた予算も増額するというふうなプラスの循環というかなるかと思うんですが、あっちもこっ

ちも横ばいないし落ちているとなるとなかなか。ということは、地元にお金が落ちないわけなんで、

何とか今後、イベントは私は大事だと思いますけど、それがちょっとウエートが高過ぎて、通常の

お客さんをもう少しふやす方法というか、そういったものをもっといろいろ考えて、アイデアを出

していただきたいと思うんですが、その辺どういうふうに考えておりますか。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 観光は、私はこういうふうに考えているんです。外からの視点と内からの視点、

そしてかかわりの視点と、この３つから成るんです。やっぱり外からの視点という点に関しまして

は、やっぱり大勢の皆さんから出雲崎町に足を運んでいただいて、この出雲崎町での歴史、文化、

伝統、あるいは食のかかわりもございますが、そういうものに触れ合っていただくことによって、

通年的にまた出雲崎のリピーター客になってもらうということを考えていかなければならない。内

から成る視点は、やっぱりそういう皆さんがおいでになった、そういう皆さんとかかわりを持つ、

いろいろな交流をする、そしておもてなしの心なり出雲崎町を理解いただくためには、やっぱり先

ほど三輪さんから出ている良寛の町としての良寛の心をしっかりと、出雲崎町なりきの考え方をお

いでになった方々にお伝えをする、そういう視点が大事なんです。そういうことによってかかわり

の視点、そういう外からのもの、内からのもの、そういうものを相乗的にミックスさせながら効果

を上げると。端的に１つのものを取り上げて、これはこうだというんじゃないんです。通年的に大

きなイベントをやる、あるいは通常時において大勢の皆さんからおいでいただくような、いわゆる

創意工夫を凝らす、そういうものを引き出すまた町民皆さんのおもてなし、あるいは歓待をする人
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の心を伝える、そこにおける外から来た皆さん、内からも、そういうものが混然一体となって地域

がよくなり、やっぱり観光というものに結ぶ、観光というか、町の活性化に結びつくということで

ございますので、近視眼的に物を考えるのはだめです。長期的に物を考えながら、その中における

直接的にまずそのときに何をすべきかというものを積み重ね、そのものが大きな目標値に達すると

いうことでございますので、ご理解いただきたい。 

〇議長（仙海直樹） ７番、三輪議員。 

〇７番（三輪 正） 今までの件と今後私なりに考えることと要望等をしたいと思います。 

  以前に一般質問でも、例えば北前船のぜひ日本遺産の登録を当町でもお願いしたいというような

ことで、非常に町も前向きで取り組んでおられまして、先月の30日でしたか、31日ですか、長岡市

で北前船フォーラムがございまして、私も行きましたし、教育委員会の担当の方とか十数人全部行

ったわけでございますが、本当全国から来ておられまして、やっぱり皆さんはそういったものを、

あるものをやっぱり生かして、そして観光に結びつけて、全国からお客さんから来てもらいたいと

いう、本当にいろいろな方が発表されましたが、最後は全部そこなんです。だから非常に皆さんそ

れ期待していますので、これ日本遺産についてはぜひ、出雲崎にとっては非常にこれ昔から北前船

でにぎわった大きな港でございますので、こういったものをぜひ登録になるようにして、そして私

はどうしても、これ今現在は教育委員会のほうで登録の準備をされておりますけれども、これを今

後観光なりに生かすということになると、やはり私は産業観光課が重要な立場になるかと思うんで、

その辺の連携をぜひやってもらって、お互いにこっちだとかあっちじゃなくて、お互いに相乗効果

を生かすような形でぜひ進めていただきたいと。これ本当に私からの要望でございます。 

  また、佐渡の金銀山の世界遺産もことしで４年ですか、残念ながら落選しましたけれども、この

前花角知事の話を聞きますと、非常に意欲を持っておられまして、政治とか今までの経験を生かし

て、ぜひ何が何でも世界遺産をかち取るんだというふうな強く言っておられまして、これにつきま

しても出雲崎は佐渡金銀の唯一の荷揚げの港でございますので、これも非常に出雲崎にとってはプ

ラスになろうかと思いますので、この辺も今のうちから準備していただいて、もしなった場合はこ

うだと。もっとも、申請がオーケーになっても、登録はその後また２年後になりますので、その辺

せっかくのチャンスを逃さないように、前にも一般質問でお願いしました御金蔵の跡地につきまし

ても近々看板を立てられるということになりましたので、これは大いに観光客にアピールできるも

のだと思いますので、こういったものを、今あるものをとにかく発掘して、それを整備して、そし

てそれを活用するということをぜひ今後ともまた力を入れていただきたいと思うんですが、観光の

面についてはぜひお願いしたいと思います。 

  ２番目のふるさと納税の拡充ということでございます。最近は、新聞、テレビ見ましても、ふる

さと納税の是非について非常にマスコミが大きく取り上げております。つい最近も野田総務大臣が、

このまんまだと、ふるさと納税がやっていけなくなるんじゃないかというふうなことで、特に大体
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総務省が返礼品は30％以内ということですが、中には４割、５割とか、中には外国の商品を返礼品

にやっているとかいうふうなことで、本来のふるさと納税とはちょっとかけ離れて、とにかく集め

てやれば財源が豊富になるというふうなことがちょっと過熱していますので、これはぜひ総務省が

やった形でいっていただきたいなと。正直者がばかを見るようだと困るわけでございます。 

  それで、当町につきましても、以前からふるさと納税は他の町村よりは非常に多かったわけでご

ざいます。以前から大体500万とか、600万だとか、すごいなと思って。当時はほとんどふるさと納

税のない市町村がいっぱいあったんですが、最近は皆様非常に力を入れておりまして、多くのとこ

ろがたくさん出ております。この出雲崎町につきましても、たしかことしからですか、サイトでさ

とふるという民間の業者を通じまして寄附金を増加するということで、昨年を見ますと当町は

2,046万円のふるさと納税ということで、前年比412万円の増でございます。ただ、私はほかの町村

と比較しますと、出雲崎は非常に特徴があるなということは、寄附金を納める方というのは256件な

んです。そうしますと、単純に256の2,046を割りますと、１件当たり何と約８万円くらいの寄附金

になる。ということは、大口の方がかなりあるということで、非常に他の町村から見ると、私らは

ありがたい町村なわけでございます。そのほかに見ますと、割りますと、大体平均が１万から２万

です。だから、いかに出雲崎は大口の方が多いかということでございます。 

  それと、以前弥彦村の小林村長さん、今３年目ですか、たしかやるときあそこは弥彦村はほとん

どゼロに近かったんですが、とにかくもう財源のためにも頑張らんきゃだめだということでやられ

まして、何と弥彦は昨年は４億3,000万と。南魚沼もほとんどゼロだったんですが、市長さんが新し

い方来られまして、とにかく頑張らんきゃだめだということで、昨年が９億900万という、ほとんど

ゼロからのスタートでそこまで来ておるわけです。中身を見ますと、非常に米が多いそうです。弥

彦もそうですし、魚沼、それから阿賀町とかありますけど、とにかく圧倒的に多いのが米だそうで

す。そんなことで、当町もぜひその辺を、今のものに安んずることなくて、まだまだ工夫によって

は増える余地というのは十分あるんじゃないかなと思いますので、その辺の町の考え方をちょっと

お聞かせ願いたいと思います。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 今三輪議員さんのご質問のように、最近新聞紙上はふるさと納税制度そのもの

がやっぱり危機に瀕しておるということは大きく取り上げられ、場合によってはこの趣旨に反した

ところにおいては法の適用外とするというような厳しい総務省の見解も示され、おおむね反発もあ

ったようでございますが、そういう町村においてもその意を解しながら、理解をしながら対応する

というような新聞記事が出ております。 

  私は、先ほどから申し上げているように、三輪さんもおっしゃるように、私はお金だけを求める

というのはいかがなものだと思うんです。私は、やっぱりこれから観光もそうです。物産もそうで

す。出雲崎なりきの地域の宝を磨くといいんです。宝を磨くという努力をしなきゃない。お金が欲
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しいんじゃないんです。地域の宝を発掘をして、磨きをかけて、そして大勢の皆さんのご理解をい

ただくというのが本筋です。私はそういう行政を進めてまいりたい。そういう意味において、私は

やっぱりお金よりも、今営々としてご努力いただいている各出雲崎町の特産物をしっかりとＰＲし

ながら、大勢の皆さんから、金額じゃないです。大勢の皆さんからご理解をいただいてご協力をい

ただくと。私は、金は目標にはしません。そういうことはしません。それは、あってはならないん

です。そうじゃないんです。地域の宝を磨くということを主力に置かなければならない。そのこと

が、将来的には出雲崎を理解していただく、唯一の私は手段だと思います。お金じゃございません。

私はお金は求めません。そういうものを求めてまいります。 

〇議長（仙海直樹） ７番、三輪議員。 

〇７番（三輪 正） 先ほども申し上げましたが、他の町村は非常に米のウエートが高いということ

で、出雲崎町はこの周辺比較しましても、どうしてもやっぱり沢があったりということで、今土地

改良やっていますが、それでもなかなか蒲原とか見ますと、普通の耕作条件は決してよくないと。

ただ、昔から出雲崎の米はうまいということは、出雲崎の米がまずいということは私はほとんど聞

いたことがないんで、その点は非常に私は出雲崎の米はうまいもんだと思っています。そんなこと

で、今現在、前にも汐風米の話が一般質問で出ましたが、それがいいのかどうかわかりませんけど、

例えば出雲崎汐風米以外に圧倒的に地元産の米が販売されているわけですけれども、それを少しで

も有利に皆さんから知ってもらって、そして皆さんの生産者の手取りを少しでも余計にするという

ようなことで、例えば何とか、当然米にはそれなりの基準は設けなきゃだめなんですけど、例えば

小木ノ城山麓米ですとか、それから良寛さんふるさと米とか、何とかそういうふうなブランド名で

もつくって、とにかくある程度のものはふるさと納税で販売できるんだと、そして出雲崎ではこう

いうところでやっていますから、ぜひ機会があったら出雲崎も訪れてくださいというまた、売るば

っかりじゃなくて、ＰＲになるかと思うので、それもぜひ考えていただきたいと思います。 

  それと、今現在多分町は全部こういう返礼品は品物だと思いますけれども、そのほかに中には、

やっぱり出雲崎出身者の方で、なかなか自分は高齢になったんで、しょっちゅう来れないという方

もかなり出てきていると思います。そういう方が、例えば自分の実家の年寄りの見回りとか、そう

いったもののサービスとか、例えばお墓の掃除ですとか、そのほか例えば船まつりのああいう船の

ところになったらぜひ乗車券を差し上げますとか、何か物とやっぱりそういうふうなサービス、そ

ういう心の通う、そういったものもぜひ今後考えていただきたいと。それによって、出雲崎はまた、

さっき実際お金ばっかりじゃないです。これによって出雲崎の地場産品というか、そのＰＲと、や

っぱり出雲崎のふるさとへの思いというか、そういったのもできると思うんで、そういったことを

ぜひ考えて。その辺、町長どうですか。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 三輪議員さんのおっしゃるとおりでございますので、やっぱり地道ながら、お
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米もそうです。本当に率直に申し上げまして、出雲崎の米はおいしいんです。食べていただいた私

の親戚も東京にいますが、送ったりして、友達にお裾分けすると、こんなうまい米はないというよ

うな評価をいただいているんです。三輪議員さんおっしゃるように、もう少しやっぱりそういう面

における魚沼米にも負けない出雲崎の特殊な状況の中で栽培された米をアピールしながら、私たち

もふるさと納税のいわゆる向上につなげるということはもっともだと思いますので、また最善の努

力をしてまいりたいと思うわけでございますし、今新しく提案されていますお墓の掃除とか空き家

の問題、これもやっぱり今の時代の中にそういうサービスも必要じゃないかということを勘案しな

がら、今事業者ともいろいろ打ち合わせをしながら、これも取り上げるべく今努力してまいってお

るわけでございますので、私はやっぱりふるさと納税は、重ねて申し上げますが、ただお金ではな

くて、今議員さんがおっしゃるように、本当にこの町の特産とされる、牛乳もそうですし、いろい

ろな魚もそうですが、そういうものにもう少しやっぱりお互いが前向きにひとつ努力、取り組んで

いただいて、些少なりともこのふるさと納税のいわゆる大きな集積につながるような努力をしてま

いる必要があるかと思いますので、改めてまたご提案の趣旨も十分理解しながら、また前向きに進

めてまいりたいというふうに思っています。 

〇議長（仙海直樹） ７番、三輪議員。 

〇７番（三輪 正） これを言うと、また多分町長が怒るんじゃないかなと思いますが、私目標を例

えば、やっぱりある程度目標があったほうが頑張るということになるかと思うんで、企業も大体売

り上げ目標というのをつくりますけれども、例えば私は１億円と。今の金額の５倍ですが、非常に

大きいかと思うんですが、これは私は努力によっては十分可能だと思うし、その中でも特に米です。

この辺をぜひやって、とにかくやっぱりほかから見れば、確かに蒲原から見れば１件当たりの規模

は小さいです。でも、質がいいんだというようなことをぜひアピールしてやれると思います。また、

出雲崎は東京出雲崎会、また新潟出雲崎会、そういう非常にふるさとを思う方がたくさんおられま

すので、そういうところにもぜひアタックされまして、「わかったいや」と、少しでも生まれたと

ころがプラスになればやというふうな形に、そこでまた結びつきもできるかと思うので、そういっ

たものをやっていただきたい。以前、最初一般質問されましたが、その年のたしか東京出雲崎会の

総会に役場の職員の方が行ってＰＲされましたけれども、例えばああいうふうな方法、何かぜひ、

あれだけの組織があるわけですので、約1,000人からの会員がおられるということですので、ぜひそ

の辺をアタックしていただきたいと思います。 

  それと、最近私もちょっと聞いたんですが、こういうサイトのほうで各企業と契約しまして、そ

この企業の職員の方からふるさと納税をやってもらうということが非常に伸びているということ

で、例えば出雲崎の方の関係の会社も幾つかあるかと思うんで、その辺をぜひ協力してもらって、

ある程度やれば会社が窓口になるみたいです。そんな方法もありますので、余りお金を得るという

ようなのばっかりではないですけど、お金が増えるということは、イコール出雲崎の産品が売れる
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ということなんで、そんなことでぜひまた一層努力をしていただきたいと思ってございます。 

  以上です。町長さん、何かあれば。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 三輪さんのふるさと納税に対する目標額ということでございますが、私はやっ

ぱり先ほどから申し上げますように、ちりも積もれば山となるということで、裾野を広げながら地

道にしっかりと出雲崎を理解していただき、ふるさと出雲崎を応援しようかというものの基盤をつ

くっている。お金が目標で１億円を目標にしますから、私たちを応援してくれ、そういうこと私は

大嫌いです。そんなことの私は気持ちはありません。ちりも積もれば山となると、そういう裾野を

広げながら出雲崎を理解してもらう。大勢の皆さんからやっぱりいろいろな意味で特産品を買って

いただき、理解をするということを進める。目標額は私は定めません。そんなことをする、ふるさ

と納税じゃないです、それは。私はそんなことは考えない。ちりも積もればで、本当に地道な努力

の積み重ねです。それをしていこうと。 

  そして、北前船につきましても、皆さんからいろいろご意見ございますが、日本遺産、北前船も

皆さんからいろいろご理解ございますが、やっぱり三輪さんがおっしゃるように佐渡金山の問題と

あわせて、北前船は出雲崎もやっぱり日本遺産に指定をされることによって、また大きく出雲崎を

売り込む要素が出てまいります。来年の４月におおむね正式に加入するというような段取りになっ

ておりますので、皆さんからご理解いただいて、今申し上げますようにふるさと納税、これはやっ

ぱり皆さんのいろいろなご意見ございますので、またそれをしっかりと受けとめ、ただし１億円を

集めるからこうするというような、そういうことだけは私はやりたくないです。本当に、その目標

額を達成するということはもう最高のことですが、それなりの最善の努力をしながら、皆さんがご

提案いただくようなものも取り上げながら裾野を広げて出雲崎を大きく理解、お金じゃないです。

大勢の皆さんからご理解いただくという方策を進め、なおかつ先ほど来から申し上げておりますよ

うに、地道なりの出雲崎の持てる文化遺産、自然をしっかりとまた見直しながら、今2040年問題、

いろいろなことが言われております。いろいろな方策は考えておりますが、やっぱり原点に返る時

期だと私は思うんです。そういう意味において、先ほど申し上げた地域の宝をさらにさらに磨きを

かけながら出雲崎を売り込むということが私は大事だと。机上の空論じゃだめなんです。評論だけ

してはだめだ。そういうものを基本に行動する。そこによって成果あるということを私は考えてい

る。そのように努力してまいります。 

〇議長（仙海直樹） ７番、三輪議員。 

〇７番（三輪 正） 今町長のほうからも力強い返答をいただきまして、ぜひふるさと納税も、やっ

ぱり皆さん役場職員の方は本当に人材が豊富でございますので、ぜひ皆さんからアイデアを出して

もらって、こういうのがあるよというふうになれば、そういったいい知恵をぜひ集めて進めていた

だきたいということで、以上で終わります。 
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〇議長（仙海直樹） この際、しばらく休憩をいたします。 

                                   （午前１０時３５分） 

                                             

〇議長（仙海直樹） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

                                   （午前１０時５０分） 

                                             

               ◇ 安 達 一 雄 議員 

〇議長（仙海直樹） 日程第１、一般質問を続けます。 

  次に、８番、安達一雄議員。 

〇８番（安達一雄） 私は、八手と西越地区環境改善センターの放射性物質による避難訓練について

質問いたします。 

  八手と西越地区改善センターの放射性物質を防護する工事が２カ所とも完成いたしたことは大変

よかったと思っておるところです。柏崎刈羽原発の事故が起きては困るが、万が一に発生した場合、

放射線防護機器が正常に作動するのかとあわせまして避難訓練が必要と考える。先月８月30日に柏

崎刈羽原発で非常用発電機が定期試験中に出力が出ないというトラブルがあったばかりです。月１

回の定期試験をしていても起きました。今後当町として避難訓練を実施する考えがあるかを伺いま

す。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 安達議員さんの原子力防災時の避難訓練についてのお尋ねでございますが、町

の防災計画で原子力災害が発生した場合は、事故の進展状況におきまして、まず屋内待避をし、そ

の後30キロ圏外への広域避難を行うということになっております。原子力災害におきまして広域避

難指示が出された場合は基本的には自家用車で避難となりますが、自家用車での避難ができない方

に、いわゆる要支援者の方々につきましては、一定期間、町内の指定避難所で屋内待避をすること

になっております。本町の原子力災害時の優先開設避難所に、今お話のありました八手改善センタ

ー、西越改善センター、そして中央公民館及びふれあいの里の４施設となっておりますが、お尋ね

のありました原子力災害の避難訓練につきましては、平成26年度に国、新潟県、立地周辺市町村、

原子力事業者が参加をし、中越沖地震程度の地震と原子力災害の複合災害を想定して実施いたしま

した。その際に本町が実施した訓練内容は、情報伝達訓練、避難所開設、運営訓練、八手地区の方

を対象とした屋内待避、一次待避訓練などがございました。 

  原子力災害の避難訓練は、国、県のかかわりが必要な事柄が多いことから、今後も実施する場合

におきましては、新潟県が行う訓練に合わせながら、その方向で考えてまいりたいと思います。今

後も引き続き、新潟県及び市町村による原子力安全対策に関する研究会等で検討していただくこと

としておりますので、またよろしくご理解をお願いいたします。 
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〇議長（仙海直樹） ８番、安達議員。 

〇８番（安達一雄） ぜひそうしていただきたいと思いますが、私が懸念しているのは、もしその機

器が正常に動かなかった場合はただの建物でしかないわけですので、そういうことのないようにひ

とつ町としてもご協力をいただきたいというふうに思っております。 

  次に、もしも柏刈の原発事故が発生したときには、役場の職員が避難所センターのかぎを明けに

来ることになっているわけだが、対応マニュアルは作成されている中で、どのようなシステムにな

っているのかお聞かせいただきたいと思います。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 原子力災害時の避難所の対応についてのお尋ねでございますが、原子力災害は

事態の進展に伴う対処が必要となる災害であるため、避難所につきましては基本的には町の職員が

対応するということになっております。また、対応マニュアルは、両センター設置した放射線防護

施設の操作マニュアルは既に作成してありまして、職員による訓練運転も行っております。避難所

の初動対応マニュアルにつきましては、まだまだ整理する課題が多く、今後作成することにしてお

りますが、当面は一般風水害のマニュアルを準用して対応していくということになっていますので、

またよろしくご理解願いたいと思いますし、また安達議員さんの先ほどのご指摘のような施設に備

えられた、いわゆるいろんな器具等々につきましては、いかなるときにもそれが運転不可能という

ようなことのないように、常時十分点検をしてまいる所存でございますので、そのようにまたご理

解いただきたいと思います。 

〇議長（仙海直樹） ８番、安達議員。 

〇８番（安達一雄） それから、保育園や学校、福祉施設などが出雲崎にはありますけれども、その

対応についてきちんと町ではできているのかをちょっと伺いたいと思いますが。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 今関係部局にお尋ねしたところでございますが、十分そういう補助なり、そう

いういろいろな施設の皆さんとの災害に対する対応等については打ち合わせは済んでおるというこ

とでございますので、特に学校、保育園等々は大きな問題が生じないように、十分やっぱり対応す

べく、平常時の連携をしっかりとしていかなきゃならんと思っておりますが、今のところそういう

対応もできておるということでございますので、ご理解いただきたいと思います。 

〇議長（仙海直樹） ８番、安達議員。 

〇８番（安達一雄） ありがとうございます。多分そうなりますと、混乱が起きないように万全な対

策をお願いしたいとともに、これから要支援者の避難にはやはり地区の住民の方の協力が必要だと

思われますが、町としてはどのようなことをお考えになっているかお聞かせいただきたいと思いま

す。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 
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〇町長（小林則幸） ご指摘の要支援者等につきましては、個人情報云々というようなことは言われ

ていますが、町といたしましてはそういうものを超えてそういう人たちの安全を確保するという意

味合いにおきまして、それぞれの集落における要支援者なり、あるいは一旦緩急あったときの災害

時に対応する名簿はしっかりと一応把握をしながら、また地域の民生委員なり、いろいろ皆さんか

らも共有していただいているということでございますので、その辺は遺漏のないように万全を期し

てまいりたいと思っています。 

〇議長（仙海直樹） ８番、安達議員。 

〇８番（安達一雄） それから、今後放射線防護フィルターの保守点検やメンテナンスが必要になっ

てくるわけだが、保守点検に要する年間の費用はどのくらいかかるのか、またその費用は当町で負

担しなければならないのか、ちょっとお聞かせ願いたいと思います。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 放射線防護対策の設備等の維持管理に必要な保守点検、修繕及び更新等の経費

につきましては、その全額は新潟県の原子力災害対策施設等維持管理補助金で手当てをされるとい

うことになっています。平成30年度は、予算ベースで申し上げますと、両施設の維持管理費として

80万7,000円を計上しておりますが、これも全額県の補助金を充てております。 

〇議長（仙海直樹） ８番、安達議員。 

〇８番（安達一雄） ありがとうございました。 

  では、最後に質問させていただきます。西越地区環境改善センターではエアテントが準備されて

おりますが、この必要性について質問したいと思いますが、いかがですか。 

〇議長（仙海直樹） 総務課長。 

〇総務課長（河野照郎） 西越改善センターのエアテントの必要性についてお答え申し上げます。 

  これは、原子力災害施設の整備をする場合は施設を密封して、そこの圧を変えることによって外

部の空気を入れないという装置をする必要がございます。それをする場合は一定の工事をすること

によって施設を密封する必要があるんですが、西越改善センターにつきましては現行の施設の構造

上その工事ができなかったというふうなことで、中にエアテントを設けることによって外部との空

気の遮断をする工事をせざるを得なかったというふうなことで、八手センターとは違う工法で施設

整備を行ったものでございます。よろしくお願いいたします。 

                                             

               ◇ 小 黒 博 泰 議員 

〇議長（仙海直樹） 次に、１番、小黒博泰議員。 

〇１番（小黒博泰） 今回の私の一般質問の質問項目ですけれども、町の今後の団地造成等について

質問させていただきたいと思います。 

  今現在本町は川西団地を初め、てまり団地、深町、山谷団地、昨年ですか、松本みなみ団地、来
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年春には松本ひがし団地の分譲が始まりますけれども、今後の町の団地造成計画はあるのか伺いた

いと思います。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 住宅団地の分譲につきましては、最初に平成３年の川東団地を初めに、現在松

本みなみ団地まで173区画分譲しておりますが、現在松本みなみ団地で１区画だけ残っているという

のが現状でございます。今ひがし団地を分譲すべく造成しているわけでございますが、20区画ござ

います。これを来春分譲開始をするわけでございますが、この辺の成り行きを、今までですと全く

団地造成をして売り出すと即完売というような状況で推移してまいりましたが、今回のみなみ団地

は１区画残っておるというような状況でございますので、今後ひがし団地20区画、分譲開始の状況

を把握しながら、できるだけ早期完売を目指して、皆さんもお力添えいただき、努力してまいりた

いと思いますが、この辺の状況を判断をしながら、今後の住宅団地造成分譲をどうするかというこ

とについては、いろいろ諸般の情勢なり皆さんのご意見をしっかりと受けとめながら、また対応し

てまいりたいというふうには思っています。 

〇議長（仙海直樹） １番、小黒議員。 

〇１番（小黒博泰） 皆さんの意見を聞いて対応したいということで、ひがし団地も20区画、今みな

み団地１つ残って、真ん中ですか、残っていますけれども、それも売れて来年春の20区画も早く完

売すれば、町長の今答弁で言うように、また次の計画をするということで前向きだと思いますんで、

いいですけれども。 

  それに続きまして、②の質問になりますけど、今回の団地造成に当たりまして、専門家なのか業

者なのか、いろいろな方の意見、評価で松本地域に造成、決定したと聞いております。今後は先ほ

ど言いましたように前向きにその状況を見ながら造成計画を立てるという中で、今後造成をすると

した場合に、長岡方面、一昨年、北インターチェンジができまして、利用者数も相当増えまして、

今現時点では工業団地ですか、もう工事着工しています。そういう中を考慮して、松本の奥、小釜

谷やあの辺を一応今後の候補地として考えるのか伺いたいと思います。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 今小黒議員さんの質問の、このひがし団地もですけど、売り出しに関しまして、

スマートインターチェンジ付近に28ヘクタールの工業団地が造成をされ、企業の進出が期待される

というところでございますので、最も利便性といいますか、交通の便から、あるいは環境といたし

ましても、このひがし団地が庭先の、やっぱり勤め先ができるというようなことを武器にしながら、

安くて利便性もあるし、環境もいいということで売り出しながら、できるだけ早く完売したい。そ

して、ネクストです。やっぱりおっしゃるように、次にまた着手するというような方向が出てくれ

ば、これは最高でございますので、その場所をどうするかというご質問でございますが、いろいろ

識者からご提案もいただいております。これもやっぱり私は議会の皆さんからも、八手なり皆さん



 - 51 - 

もそうですが、あるいはまたいろいろなところで、海岸地区もそうですが、海岸地区は海岸地区の

また対応の仕方があるんですが、村部における住宅団地となってまいりますと、いろいろあれが相

半ばするというような問題もございますので、これも私はひがし団地の売れ行きをしっかりと見き

わめながら、議会の皆さんの、また地域の皆さんの意見をしっかりと受けとめて、次の団地がどう

いう形でできるか。できるような私は期待しているんですが、その場所、候補地についてはこのひ

がし団地の分譲の成り行きを見きわめながら、場合によっては早い時期に皆さんと相談して適地を

選択するという方向もございますので、今ここに軽々に早急にこの場所だということはちょっと私

は言い切れないわけでございますので、また皆さんからも十分その辺をご配慮いただき、またご意

見等を承って選択をしてまいりたいというふうに思っています。 

〇議長（仙海直樹） １番、小黒議員。 

〇１番（小黒博泰） １つ目の質問と同じように、ひがし団地の売れ行きを考えて決定するという答

弁ですのでわかりました。 

  次の３つ目になります。人口増加、維持のために今町としてそういう住宅団地を造成して、住宅

用用地の整備、提供等していますけれども、そのほかに町は、町長言うように出雲崎の米はうまい

ということで、今八手地区で圃場整備行われています。その中でもって町の住宅用地の整備提供と

出雲崎産の米をつくる農地整備維持のどちらが大事だと町長のほうはお考えでしょうか。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） ご質問でございますが、やっぱり出雲崎はいかにどうあろうとも１次産業、農

業、これが主流をなしておるわけでございますので、やっぱり既存の農地をできるだけ、放棄地の

復興というのは、これはなかなか難しいんですが、現状の農地を何とか維持したいという私は考え

がございます。そういう中における農地と住宅団地、どっちをウエートを置くのかと言われますと、

軽々に結論的に、いや、住宅団地だとは言い切れません。やっぱり農地と住宅団地の分譲等につき

ましては、今回はひがし団地は全く農地でない用地を開発をして、非常にいい状況になっておりま

す。そういう点もございますので、いわゆる今の地形場からいたしますと、次の候補地としては水

田、田んぼあたりが候補に挙がる可能性もございますが、その辺も十分考慮しながら、水田が場合

によってはそういう形に変化することによって、農業に過大な影響なり、また町の全体の税収とか、

いろいろな面にマイナスにならないようなやっぱり両面作戦でひとつやっていくべきじゃないかと

いうふうに思っています。それも今申し上げましたように、単に利便性がいいから田んぼ全部潰す

というようなことは軽々に申し上げるべきものではないと思いますし、その辺もしっかりと適材適

所、その団地造成による出雲崎町の全体の底上げをひとつ期していくということは大事じゃないか

なと思っていますので、またこれも皆さんとしっかりと相談をしながら進めてまいりたいというふ

うには思っています。 

〇議長（仙海直樹） １番、小黒議員。 
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〇１番（小黒博泰） 宅地も農地も大事だということで。 

  私、今回この質問項目の今後の団地造成などについてという質問にしたのは、今最後の質問でも

って農地も大事だということで、これは皆さんわかるように、川東団地の造成の件で、これは28年

に一般質問でも川西の農地ですか、要は川東団地の１期、２期工事がふるさと創生１億円で完了し

た後は、３期工事の一応計画、私もあると当時聞いていました。その後に農地というかその土地が

ありながらも、やっぱり専門家の意見等々を聞いて、今回松本ひがし団地に造成を決めたという。

今町長の答弁の中で、この先のそういう利便性云々は別として、農地等も考えるといった中で、さ

っき言いました川西地区の農地が、要は耕作で農地にはなっていますけど、農振法の法律でいくと、

農業地外ですか、要は白地になっているわけです。それはなぜかというと、やっぱり以前に私あれ

したときに、昭和61年に白地に外されたと。それはやっぱり、聞いた話でいくと、行政のほうでい

ずれはそういう団地だとか工業団地を持ってくる計画の中で多分地権者さんから外して、青地から

白地に外して今現状。あれからもう30年近くたっている中で、やっぱり地元の方からすると、団地

造成の計画があるから要は白地にして、いつでも団地造成ができるような方向に持っていったのに、

30年もたったけど、まだ何もないと。現状今耕作している農家の方でもってやっぱり、昨年ですか、

今農業も団地化だとか共同経営だとかといっていろいろありますけれども、法人で組織をつくった

けど、この前何か聞くと、もう解散したと。それはなぜかというと、やっぱり農振法の農地外の地

域でそういう法人つくっても、要は補助金なんしの対象にはならない。だから、法人つくったけれ

ども、補助金や助成金ももらえないのに法人があっても意味がないということで解散したという話

は聞きましたけれども、その点について町長はどうお考えでしょう。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 確かに青地、白地の線引きがあったわけでございますが、あの地域は農振外の

除外地になっておるということは事実です。そして、やっぱりかつて継続的な団地造成等も考えて

みたんですが、大前提となるこの分譲地につきましても、単に価格、何もかにも適地だからどれだ

け金出してもいいというわけにはまいりませんので、その辺の兼ね合いを考えながら、状況は今変

わっていますが、当時なかなか難しい、土地取得に大変難しい状況もあったというようなこともご

ざいますので、方針転換をしながら他に分譲地を求めたという経緯もございます。 

  今小黒議員さんのおっしゃるように、私も気にしておるんですが、そういう意味で白地では、農

地維持にはなかなか難しいと、農振法に基づく青地にひとつまた線引きを変えてもらいたいという

ような動きもありまして、私たちも、そういう意向であれば、それも了としなければならんという

ことでしたが、地権者内でちょっとそれに対する同意はなかなか得られなかったというようなこと

の中で推移をしているんじゃないかというように私は受けとめています。そういうことでございま

すので、今後の課題といたしましては、そういう経緯もございますし、それぞれの件も考慮しなが

ら対応していくべきではないかなというふうに私は考えています。 
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  そういうことで、過去の流れにつきましては、小黒議員さんのおっしゃるような事実があったと

いうことだけは私たちは受けとめておりますし、またそれに対するそれぞれの地権者の皆さんのお

考えも聞いております。また、行動されていることも聞いておりますが、今後の推移を見守りなが

ら、また町も柔軟に対応してまいりたいというふうに思っています。 

〇議長（仙海直樹） １番、小黒議員。 

〇１番（小黒博泰） 今町長も過去にいろいろ一般質問等々でしているんで、中身的には十分理解し

ていると私も思います。その中でもって、今言うように、28年６月に請願で１回白地から青地へと

いう請願が実際出ています。これは本会議でもって常任委員会付託ということで、社会産業常任委

員会でもって委員会の中で討論して、最終的には委員会の中でも不採択という結論が出ました。６

月に出されました継続調査として、９月の本会議で採決、それもやっぱり起立少数で不採択となっ

たわけです。その理由が、今町長言ったように地権者の方々の、委員会の中の報告でも地権者全員

の同意が得られていないから議会としても採択できないという話の中で、もともとはやっぱりそう

いう行政からの団地造成、工業団地誘致という話を持ちかけた中で地権者さんに説明して同意を得

て、今白地になっているわけです。それを今度、今農業している方からすると、やっぱり農振から

外れているんで、圃場整備もできない、何もできない、何に関してもやっぱり耕作する上で不利益

を得ているわけです。中で、今もう30年もたって、町長言うように、川西のあそこの団地をもう団

地にするって提言はされていないわけですから、そうした中でも30年もたっているんで、もう町と

して、もともとは町がそういう、行政として出したことなんで、今度は逆に行政としてまた青地に

戻す努力ですか、ぜひ私はやってもらいたいという意見なんですけども、どうでしょうか。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 今の件につきましては、小黒議員さんも議会も理解しているわけでございます

ので、今後町の対応といたしまして、私もそのとき申し上げているんです。確かに白地であること

によって基盤整備なりいろいろな面の採択は不可能、しかも国、県の補助金はつかないということ

でございますので、私はそのときも申し上げて、もし仮に今大々的にああいう調査費を入れて調査

をして設計してどうだこうだというと物すごく金がかかるんですが、農用地であると自力で区画整

理をしても十分対応できるんではないかと、私はそういうもし皆さんがご意向あれば、町としても

積極的に関与して、お力添えをいただきたいということは申し上げているんです。しかし、それは

それとしまして、地権者の皆さんの内容、内部におけるいろいろな意見がまとまらないことに対し

て町が積極果敢にどうするというわけにはまいりませんので。しかし、今結論的にはこうなってい

るんですが、状況によっては、皆さんからも協力いただいて、状況によってはまたその継続の可能

性も私はあると思うんです。そういう意味で、もう少しまた状況判断をしながら、地権者の意向な

りいろいろなものを確かめながら、それは皆さんのご意見もお聞きしますが、場合によってはその

対応も可能かなと思っていますので。しかし、また仮に、場合によっては今こういう厳しい状況で
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すから、この町に合った雇用の場があそこにできればまた最高なんです。そういうことの可能性も

考えながら、やっぱりあの地を生かしていかなきゃいけないかなと私は思っていますので、しばら

くまたその辺を地権者の皆さんからご理解いただいて、両面作戦でまた進めてまいりたいなと思っ

ていますので、ご理解いただきたいなと思っています。 

〇議長（仙海直樹） １番、小黒議員。 

〇１番（小黒博泰） 今町長答弁あれですけれども、正直もう30年という年月がたっているわけです。

28年に請願で出された中でもって、委員会の中で全員の地権者の了解を得られていないと。28年と

いったって、もうやっぱり30年、もう２年前ですから。その中で、実際問題やっぱり年配の方とか

いても、ここら辺にいない方、言っちゃ悪いですけど、もう亡くなられて相続がかわっている方、

いろいろいるわけです。そうした中で、やっぱり請願を出した地域の住民に同意書ないし委任状云

々を全部集めろというのは、私からすると不可能だと思うんです。そういった中で、行政が力添え

をして、やっぱり承諾をとるのも必要かと思います。青地に戻さないにしても、今後団地ないし工

業団地でもってもし工事を、町が買い取ってするにしても、やっぱり今白地であれですけど、相続

がもうわからないような状態の土地も、私ちょっと聞いた中では誰が相続しているのかもわからな

いというところも何か相当あるらしいんです。そうした場合に、やっぱり青地に戻す云々にしても

そうですし、町がそういう買い取って団地か何かにするにしても、土地の所有者ないしが明確にな

っていなければ、やっぱり事は進まないんではないかなと思うんですけども、その辺はどうでしょ

うか。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） この後高橋議員さんからも若干この問題についても触れられるわけでございま

すが、所有者不明の土地につきましては、町がすべからくそれを所有者を確認できるということは

なかなか困難をきわめる。現に352の問題も、本来であれば海岸側に拡幅したいということだったん

ですが、用地の関係で、相続なり、あるいは不明の土地があって、到底それを用地買収にこぎつけ

るわけにいかないというので断念せざるを得なかったという経緯もございますので、この所有者不

明の土地につきましては、今後また国の対応もございますし、いろいろな面でもございますが、そ

れはその時点において、果たしてその不明者の土地であるのか、あるいは相続人があるのか、どう

いう経緯で来ているのかということについては確認しなきゃならんと思いますが、今のところ私た

ちはそういう目的を持っておりませんので、そのことまでについて、それを町が対応するというこ

とはちょっと無理かなと思っていますし、また私はこういうことを申し上げるのもいかがかと思う

んですが、これからのやっぱり農業形態のいろいろな推移を考えますときに、果たして青地に返し

たほうが将来的に長い目で見たときにプラスになるのか、それとも白地の中において新しいまた土

地の利用価値があるのかという判断をされるのも、私は一考を要する問題、こういうことを私が申

し上げていかがとは思うんですが、私ならばそういうことも一考をされる必要があるんじゃないか
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なと。将来的な後継者の問題、いろいろ考えたときに、その辺の選択はやっぱり慎重に対応された

ほうがいいんじゃないかと。仮に農地に青地に返すとなれば、私たちは青地に返す皆さんの同意が

得られれば、国なりの対応もできるわけですし、白地でいって、その間農地を維持する、そのため

には今の区画なり整備ではだめだとなれば、町は一応協力しながら対応していきたいということは

伝えてもあるんですが、そのように対応してまいりたいと思っています。 

〇議長（仙海直樹） １番、小黒議員。 

〇１番（小黒博泰） 青地にする云々、地権者の考えだというの、過去の答弁にもそうやって町長、

地権者、地権者という、地権者の考えにという答弁でもって聞いていますけれども、さっき言うよ

うに、相続云々、町でも調べるのが大変だというのは、やっぱり地権者は今その中でつくろうとし

ている、一般の人に調べろというのはもっと難しい問題だと思うんです。その中で、だから青地に

戻す、団地にするにしても、やっぱりある程度の行政の力添えもあってもいいんじゃないかなとい

う私の考えでありますし、私なぜ青地に別に地権者の考えもそうですけど、今実際耕作している人

は、さっき言ったように不利益を、実際頑張ってやっている人は整備もできない、やっぱり不備が

あるんで、青地に戻して圃場整備云々、そういう補助金等が使えて整備をしたいという考えが多分

あると思うんです。個人でもって自力で整備すれば町は協力するって町長言いますけれども、どの

程度、過去には揚水ポンプの助成金だとかそういうのは出したとかという話は聞いていますけれど

も、私からすると微々たるものです。普通に圃場整備、自力でやれといってもあれだけのところを

国や県の助成金でもって設計から何かするとお金もかかるのはわかりますけれども、それを個人で

するにしても何十万の話じゃ済まないと思うんです。そういう中で、町長は正直どのくらいまで助

成できるかお聞かせ願いたいんですけど。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） その辺については、本当に地権者の皆さんがどういう行動を起こされ、どうい

うやっぱりそれなりの区画整理をしたいというようなことになってまいりますれば、町もその辺の

事業費を勘案しながら、本来であれば３割ということになっておるんですが、弾力的に、場合によ

っては対応もしなければならないというふうに思っているわけですが、私はやっぱりもう少し状況

判断、状況の推移を見守っていただいたほうがいいかなというような気もしておるんですが、それ

は今後地権者の皆さんがどういう対応でどう行動を起こされるか、しっかりと見守りながら、その

結論次第によって、町もまたひとつ協力してまいりたいというふうには思っていますので、予断に

満ちた今、それじゃ基盤整備して100万かかったら70万補助しますとか、そういうことはちょっとこ

こでは言い切れないわけでございますので、その件はひとつ今後具体的にどういう地権者の皆さん

がお考えを示し、行動されるか、その辺を見きわめて、町としてもできるだけのご協力は申し上げ

ていきたいというふうに思っています。 

〇議長（仙海直樹） １番、小黒議員。 
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〇１番（小黒博泰） これから農業の、今町の農業をされている方もかなり高齢化していますし、昨

年も新規就農でもって若い方が２人ですか、新規就農、今年度に入って数名の方が、私聞くと農業

専業でつかれているという方おります。そうした中で、今八手も圃場整備進んでいますけれども、

多分圃場整備が終わると耕作ができないという方がもう出てくると思う。そうした中で、やっぱり

整備がされていないと、農業を継ぐ方が、貸し手のほうは整備されているんで、誰でもやってくれ

るだろうと思いますけど、受け手がもう正直この町もそうですし、受け手がいないわけです。そう

いう中でちょっとでもいい圃場整備された農業用地であれば、また町内別としても、町外からもそ

ういう、そうやって農業をしようという方もおりますし。私川西を、何であそこの場所を、団地等

でもって人口増えるのもいいんですけども、あそこはやっぱり出雲崎でもかなり朝日も当たって日

当たりもいいし、ほかに比べれば平たんで、農地的には本当にいい場所じゃないかなという考えが

ありまして、だから私も個人的にはあそこを青地にしてもらって、そういう国、県の公的資金を投

入して、今後の農業の発展に努めていってもらいたいなというのが本心です。 

  そういう中でもって、農地もそうですけれども、宅地云々の中で、ほかの方からちょっとあれし

たんだけど、今現在川西のやすらぎの里ですか、あそこがもうかなり古くなっていまして、いずれ

はあそこも建てかえの計画もされなければだめなのではないかなという中で、今現状使っているわ

けですから、別の用地を求めなければならないのかなと思うんですけども、そういった中で川西の

今の川東団地の白地の土地を利用しようという計画というか、町長の考えはどうでしょうか。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 確かにやすらぎの里の建物は大分古くなっておりますので、更新ということも

考えられますが、これは私が軽々にあの場所がいいですよ、やりなさいと言うわけじゃなくて、特

別養護老人ホーム、中越老人福祉協会、その皆さんが主体性をとって行政が関与する段階ではござ

いませんので、今小黒議員さんのおっしゃるそういう場所の適地、候補地ということはともあれ、

私があれがいいですよというか、判断してあそこやりなさいというような、町長としてはそういう

権限はございませんので、またその時期はやすらぎの皆さんが、法人がどういう判断をされるか見

守りながら、場合によっては意見を求められれば、またそういう趣旨のことも申し上げることもあ

ると思います。今のところそういう動きも何もないわけでございますので、予断に満ちた発言は控

えなければならんと思っていますので、ご理解いただきたいと思います。 

〇議長（仙海直樹） １番、小黒議員。 

〇１番（小黒博泰） ありがとうございました。 

  私はあそこにやすらぎの土地で提供をせいとか、そういう考えじゃないんですけれども、私的に

は今小木のほうですか、あそこで除雪センターのあそこにかめさんの家、紙ふうせんですか、ある

んで、あそこにそういった施設が、一つのとこでもって集まれば一番いいのかなという考えもする

んですけども、実際問題あそこ盛り土でもってかなりかめさんの家も傾いているという話も聞いて
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います。地盤的なのでもって大分もう傾いてきているという話も聞いているんで、あそこがいいの

か悪いのか、今の技術でいけば基礎もちゃんとした工事をして、補償等もついているんで、あそこ

でも別に問題ないかなって、一つの場所で同じそういう施設があれば、一番今後の町の福祉とそう

いうふうなのでもって連携がとれていいのかなという考えもあります。 

  話が全然ちょっと違う方向に行ったような。私も団地をどこにつくる、つくらないは別に、その

利便性云々でもって、釜谷でも何でもいいと思うんですけども、やっぱり本当最初の基本に戻りま

すけど、川東団地の白地の地主さんたちの中には、いずれここは町行政が買って団地にしてくれる

からという考えはやっぱりあるんです。そもそも行政がそうやって、いずれは団地というか宅地に

したいんでという考えがもうずっとやっぱり残っているんで、だから農業もしたいんだけど、町が

買ってくれるんだったら白地でもいいやという考えでもって協力できないというか、オーケー出さ

ないような人も多分いると思うんです。だから、その辺を何かの機会じゃないですけど、もう30年

もたって、いつできるかわからない計画があるんであれば、町の総合計画等々にもありますけれど

も、場所をどこにするとかうたっていないわけなんであれですけども、計画今後ないんであれば、

一回青地に戻せるんであれば、地権者の同意も必要ですけど、戻していただいて、農業をして、整

備すると圃場整備等って法的にすると８年間は売買というか地目変更もできないんで、またあれで

すけれども、今の現状で直近でそういう団地造成、工業誘致等の計画というか、それがないんであ

れば、私は戻して今農業、出雲崎の米をこれから大々的に町長がＰＲしようという中でやっぱり少

しでも整備された農地でもって米をいっぱいとれて、おいしい米をＰＲできれば、この町のために

なるのではないかなという考えで今回この質問をさせていただきました。 

  私は以上です。 

                                             

               ◇ 諸 橋 和 史 議員 

〇議長（仙海直樹） 次に、９番、諸橋和史議員。 

〇９番（諸橋和史） 町道神条吉川線の拡幅についてという案件で、第１として質問いたします。 

  町道神条吉川線は、もとより吉川集落への重要な生活道路となっております。二次改良として生

活道として道路拡幅のお考えはないか、ひとつお聞かせ願いたい。端的にお答え願いたいと思いま

す。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 諸橋議員さんの神条吉川線拡幅というご質問でございますが、状況は十分ご承

知をいただいているわけでありますが、入り口では６ｍの幅員もございますし、吉川集落近づきま

すと５ｍと、ちょっと狭くなっていることも事実でございますが、町道の二次改良は、道路拡幅、

幹線町道、現状の幅員の狭さ、スクールバスの路線、中学生通学路を考慮して、そして実施してお

りますが、現在ご承知のように、皆さんもご理解いただいている３路線を実施中でありますが、セ
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ンターラインの入る２車線では交通量から事業実施が難しくて、1.5車線車道を４ｍ、道路肩２ｍ、

舗装路面として６ｍで実施している状況であります。また、道路事業には多額の費用も必要なこと

であります。吉川地内では狭いところで4.3ｍ、広いところでは先ほど申し上げた６ｍ超えていると

ころであります。おおむね4.5ｍと。町道改良、標準的な幅員となっておりますが、諸橋議員さんが

おっしゃるように、やっぱり吉川集落の置かれている状況からいたしましても、そういう要望なり

いろいろなお考えがあるということは十分承知をさせていただいていますので、今３路線を進めて

おりますし、今回の定例議会でも提案していますように、交付金が大幅に減らされてきているとい

うような状況もございますので、今即それに着手するということはちょっと困難かなと思いますが、

やっぱりそういう財政面も当然考慮しながら、吉川の道路はこのままでいいとは思っておりません。

できるだけ改良に着手できるように、前向きにひとつまた検討していかなきゃじゃないかなと思っ

ています。 

〇議長（仙海直樹） ９番、諸橋議員。 

〇９番（諸橋和史） 今すぐにどうのこうのという喫緊の課題としては、私は前から、実は28年３月

11日に一般質問は、これ災害の話の中で、農道の拡幅、町道化ということで一般質問しております。

そんな中で、現実には県単事業の遊水池も完成いたしました。そんな中で、少し災害の頻度が下が

ったんではないかと。そういう中で吉川集落から神条線という、この路線を、要するにことしの冬

の雪害的に幅員もなかなか確保できない、災害的に物を考えると、やっぱり幅員の確保、また水害

においては１車線潰れても、もう一車線あれば、交通の便は各地域において利便性が図られるとい

うふうに考えると、今進められている船橋田中線とかいろいろな路線、３路線あるんですけれども、

それの次の第１に物事を考えていくお考えはないでしょうか、ひとつお聞かせ願いたいと思います。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 吉川集落におきましては、過去にも災害等で孤立状態に陥ったこともございま

すし、また大雪等の大変な苦しんでおられる立場もわかります。それだけに、町は単に道路幅員を

して交通的な便を図るんじゃなくて、そういう集中豪雨なり、あるいは台風なり、いろいろな面の

災害については、まず第一義的に吉川を考えます。吉川の集落の皆さんには、悪いけども早く避難

してくださいと、町として積極的に関与しながら対応しているというのが事実です。また、吉川の

皆さんからもそれに応えていただいている。やっぱり道路がよくなったからもういいんだというん

じゃなくて、やっぱりそういう、今諸橋議員さんがおっしゃるように、道路は生活の大事な交通の

便でございますが、それ以上に先ほど加藤議員がおっしゃったように、災害における町民の安全安

心を私たちは最優先で考えたいということで、置かれている集落の環境にしましても、十分町とし

て優先的に対応しているということでございますし、また今おっしゃるように、３路線の改良等も、

ちょっと時間はかかりますが、終了する段階になりましたら、またそういう吉川集落の箇所も十分

候補地として検討してまいる必要があるかなというふうに思っておりますので、ご理解いただきた
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いと思います。 

〇議長（仙海直樹） ９番、諸橋議員。 

〇９番（諸橋和史） ３路線終了後、早急に手を加えていただきたいということです。 

  実は、これは29年11月なんですけども、集落から町道の拡幅の要望を私のほうにいただいている

んです。これを温めていたというのは、県の遊水池の工事ということで、それができるまではちょ

っと我慢したほうがいいんじゃないかと、個人的にこう思いましたんで、今回これで一般質問させ

てもらうというような意味合いでやらせてもらっております。それにつきましては、我々は今町長

のおっしゃるとおり、災害の出ないというのが一番大前提です。確かに災害の出ないというのは本

当に重要なことなんで、あれなんですけども、現実には藤巻川の改修ということが大前提にある。

それと、３方向を山に囲まれた吉川集落のことを思いますと、なかなか今までの北海道の地震の山

崩れの災害をイメージした中、いろいろなものを考えると、河川が塞がるということは非常にこれ

は大変な意味合いを持ってきて、集落全体にかかわることですし、また神条集落につながるという

こと、１線しかないという、この問題点が非常に今後吉川集落については懸念される１点です。河

川改修を県に勧め、地権者の同意を求めていき続けるかということをもう一点要するにお聞かせ願

います。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 吉川集落も大変苦しんでおられる方々もあるわけでございますので、町も県も

積極果敢に対応しながら、できるだけそういう災害排除に努めてまいっておるわけですが、残念な

がらやっぱり一部地権者の皆さんがなかなか抵抗がありまして、本当に究極の魂を入れる段階がま

だ来ておらないということは事実です。そういうことでございますので、やっぱり諸橋議員さんの

おっしゃるように、せっかくあれだけ県も、あるいは町も対応してまいったわけでございますので、

究極においてはできるだけ、今までの積み重ねの最終結論はやはり了解をいただいて、その何カ所

を改修することによって大きく災害から地域を守ることができるわけでございますので、諦めずや

っぱり努力してまいらなきゃなと思っています。そういう点については全面的に全力を挙げて、ま

た個人的にもご理解いただくべく努力してまいりたいと思っています。 

〇議長（仙海直樹） ９番、諸橋議員。 

〇９番（諸橋和史） 今の話の中で少し確認したいんですけれども、３路線終了後にあの生活道改修

ということで、あの路線に着手していただけるというふうに確信しているんですけれども、もう一

度確認したいのと、それと河川改修については今後も最大限の努力をすると、この２点を確認しな

がら、ちょっとお聞かせ願いたい。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 河川改修について今申し上げたとおりでございますので、全力を挙げて、また

皆さん方のいろいろな、またご意見等々提供していただきながら、全力を挙げてやっぱりやらなき
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ゃならんと思っています。そういう意味で、これは本当にやっぱり行動しなきゃだめです。そうい

う点、私も心得ていますので、やりたいと思いますし、３路線終了後における改修等につきまして

は、事業費の関係もございますし、またいろいろな意味の要点もございますので、十分吉川集落の

皆さんのいろいろな意味のお困りの点も懲りているわけでございますので、十分候補地として考え

ながら、またそれこそ議会の皆さんにご理解いただいて、予算にしたって理解いただけませんから、

そういう意味のまた選択肢はまた皆さんとよく相談しながら進めてまいりたい。しかし、前向きに

考えてまいりたいと思っています。 

〇議長（仙海直樹） ９番、諸橋議員。 

〇９番（諸橋和史） これは長年の懸案でありますし、私どももあの集落にとっては行き止まりとい

う一つの非常に大変な集落というふうに危機感を持ってこの質問をさせてもらっておるわけなん

で、これは神条、吉川集落にとっては本当に喫緊の課題だと思っておりますんで、よろしく進めて

いただきたいと思います。 

  次に、出雲崎町の交通体系についてということで、全協でもお話あったように、デマンド交通に

ついてちょっとお聞きいたします。最近町長もご存じのとおり、日曜日がタクシー休業になり、町

民の方からはいろいろな声が上がっております、本当に利用しにくいということで。また、ある人

からお聞きしたんですけれども、駅に降りても日曜日にタクシーがないと。移動するにもなかなか

困難だというような話を伺うことがあります。本当にこのままいきますと、人口も、私が子供のこ

ろは8,800人以上おったわけなんですけども、今現在で四千四百幾つという数字に人口減少が進んで

きております。そんな中で、方向性としては利用者が少ないという。デマンド交通については全協

でも話があるんですけれども、観光客、またデマンド交通についても日曜日に、例えばの話、どう

いうふうにできるものかなという、もし案がありましたら、現時点でわかることだけでよろしいで

すからお聞かせ願いたい。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 確かに日曜日タクシーが動かないということは、いろいろな意味で皆さんから

本当に不便さを感じておられるということは十分承知しておりますが、しかし今の現状からいたし

ますと、タクシー会社としては乗る人が少ないと、本当に日曜日の営業をするのかという、いろい

ろな緒案があるんですが、そういうことについては今のところ私たちはいかんともともしがたい。

しかし、今申し上げていますように、デマンドタクシー等につきまして、いよいよきょう、今回ま

た予算措置もしていただいておりますし、官民挙げて、関係者挙げて対応して、この問題をどう解

決するか。しかし、今このデマンドタクシーの、議会でもこういう問題についての特別委員会立ち

上げ等々もあるやに聞いておりますが、結構なことだと私は思うんです。やはりこれは今そういう

ことによって、今日曜タクシーは動いていないがどうするんだ、これはやっぱりその現状の中でし

っかりとお互いが協議をして、内容を鮮明に解明をしながら対応するということだと思うんです。 
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  デマンドタクシーについても、結果的に果たしてこれが成就するかしないかわかりません。でも、

私はやっぱり、先ほどから申し上げています机上の論理や会議だけしちゃだめなんです。やっぱり

もうあらゆることに挑戦をしながら、結果を見ながら、結果としてこれはうまくないとなったら、

それは次のネクスト、次の手段がどうあるかということを検討しなきゃ。だから、私はこのデマン

ドタクシーだって今回予算措置で始めます。そして、結論的にどうなるか私は不明だ。しかし、私

はやっぱりやってみたいんです。やってみて、だめだったら次のネクストをどうするか。大胆にま

た引き込んで、切り込んで、次の対応を考える。やっぱり私はそういう時代だと思うんです。ただ

しり込みしていたじゃ何もできないんです。だから、やっぱり徹底的にもう、空き家問題もそうで

す。やっぱり徹底的に議論をし、行動し、やりながらまた反省をし、また次の段階を踏むというの

が大事だと思うので、私はこの日曜タクシーが今ない、不便さを感じている、これ今どうするかと

いうことは、ちょっと私の口では申し上げられませんが、少なくとも今の現状を何とか打開をしな

がら、町民のあらゆる生活基盤の利便性を図っていきたいというのが私の考えですし、また議会の

皆さんからもご理解いただいているというところでございますので、そのようにご理解いただきた

いと思います。 

〇議長（仙海直樹） ９番、諸橋議員。 

〇９番（諸橋和史） この問題については非常にまだ進行段階ですから、これといって物事が今でき

ないということ、発表できないということは重々承知しております。この来月の10日に安曇野市に

デマンド交通について議会で一応研修に行くということで今取り組んでおるところですし、方向性

はまた議員の中でもいろいろな考え方おありでしょうから、また協議しながらいい提言ができるな

らば、我々議会としてもひとつ行政側にこの方向がいいんじゃないかというものが出てきたならば、

一つの提言をしていきたいと思いますんで、よろしくお願いします。 

  もう一つ聞きたいのは、今までの中で交通、これ町民にとっては非常に、デマンド交通が回ると

いうことは、ある意味期待を寄せるわけです。そうした場合、全集落に回るのか。例えばの話、じ

ゃメインとなるのはどこなのか、何路線とれるのかというのも一つの課題だと思っております。例

えば先ほど言った吉川、「あこは人口少ねえすけ、行がんほうがいいんだねか」とか、滝谷も「あ

んげん、年寄りばっからすけ、行がんほうがいいんだねか」というふうな物の考えになるのか、ど

ういうふうになるのか、現時点でわかるようなことがありましたら、少しお聞かせ願いたい。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 今諸橋議員さんおっしゃるように、決定打はないわけですから、今おっしゃる

ような諸橋さんの問題が出てくるんです。そのための、いわゆる協議会はそれぞれの地域の皆さん

の代表が入っていただいたり、事業者はもちろんですし、またいろいろ公平な立場でご判断いただ

く、それぞれの皆さんから参加をしていただいて、今諸橋さんがおっしゃるような問題点をどのよ

うな形で解決できるかということをいよいよスタートしますので、今ここで私がこうなりますなん
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て、それじゃ何も協議会持つ必要ないです。でも、やっぱりそういう関係する皆さんからいい知恵

を結集してもらって、少なくともできるだけの町民の利便性を図る公約数がいかにあるべきかとい

うことをやっぱり提案をしてもらう。そこにおいて町も行動する。まず、事業者からも理解してい

ただくということになるかと思いますので、いよいよ本番が始まりますので、議会の皆さんもそう

いう意味で勉強されることがもしあったら、そういうことを積極的に議会の皆さんはそれぞれの立

場で、そういう現地視察なり、いろいろな面であったら積極果敢に提言をしていただいて、十分私

たちもそれを含めていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

〇議長（仙海直樹） ９番、諸橋議員。 

〇９番（諸橋和史） 時間もあれですから、最後に１つだけお聞きだけしたいんですけども、例えば

現在タクシー券配付されております。そんな中で、例えばいい例が、駅からうちの自宅まで1,100円

だったか1,200円だかかかります。それとの整合性、例えばデマンドタクシーでタクシー券は使える

のか、例えばタクシー会社なら、それをどういうふうな整合性を、もしわかるなら、その整合性が

あるのなら、整合性がどういうふうにあるのか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） そこです。それが今これから。おっしゃるように、デマンドタクシーの活用と、

今町が交付しているタクシー券、デマンドタクシーだってやっぱり行政としての相当の負担を強い

られる可能性も出てくる。あるいはいろいろな交通手段、いろいろ皆さんからもご提言あると思い

ますが、町としては例えば巡回バスを回すのも相当の金がかかるわけです。そのことによって、そ

れを利用する人が少ないということで撤退するところも出ておるんです。だから、私はやっぱりデ

マンドタクシーの問題、今諸橋議員さんがおっしゃるようないろんな問題を総合的に判断をし、結

論を求めながら、それによってデマンドタクシーとしての、今地域的なバランスからしても難しい

となってくれば、やっぱりタクシー券の活用をもう少しどうするかということが考えられます。そ

の辺がやっぱり今ここに大きな交通手段、交通関係の話題がもう厳しい段階を迎えている中にある

わけでございますので、英知を結集して、ひとつ前向きに、一歩でも二歩でも前進し、町民の皆さ

んからご理解いただけるような今行動を起こすということでございますので、結論的なことはもう

しばらくお待ちいただきたいと思います。 

〇議長（仙海直樹） ９番、諸橋議員。 

〇９番（諸橋和史） 今お話ししていることは、結論的にこうなったらそれを、じゃどうするかとい

うのもまた我々が判断していかなければならないんで、とにかく今の現状で出雲崎の交通体系がも

う崩壊しつつあるというふうに感じております。 

  今現在、例えば私の世代、それでおふくろを乗せて、例えばお医者さんに行くまではいいんです

けども、今度は我々がその世代、おふくろの世代になります。そうした場合、加藤さんも前から言

っている自動運転でもあればいいなというような話になればいいんですけども、正直我々が生きて
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いる間にそれができるのかどうか、免許返納だけの話ではちょっと済まない生活体制がありますん

で、十分お考えの上、考慮の上、しっかり議論して方向性を見出していただきたいと思います。 

  以上で私の質問終わります。 

〇議長（仙海直樹） この際、しばらく休憩をいたします。 

                                   （午前１１時５７分） 

                                             

〇議長（仙海直樹） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

                                   （午後 １時００分） 

                                             

               ◇ 高 橋 速 円 議員 

〇議長（仙海直樹） 日程第１、一般質問を続けます。 

  次に、４番、高橋速円議員。 

〇４番（高橋速円） 通告書にあるとおりに、１番目、「逆読みの「行政区別人口・世帯数」の予測

と喫緊の課題について」というタイトルでお尋ねを、町長の認識を伺いたいと思いますが、その中

にも記してございますが、本当に出雲崎の特に海岸地域におきまして、表現がちょっと過激な言い

方となるかもわかりませんが、いわゆる地域がしぼんでいるように私には感じるんです。町が第５

次の総合計画を立てておられますけれども、特にそこの中の福祉面で2025年のことをかなり意識し

てはおられるんですが、私からすると、もう25年も待っていられない。もう来年のことも大変なこ

とになっているなと。 

  その総合計画の中で、私伊勢町というところですが、もうそこに人口と世帯の数が一応載ってお

りますけど、現実にはもう今、ほんの数年しかたっていないのにもかかわらず、人口はもう大幅に

減っている、世帯数はもちろん減っています。このままいきますと、もう地域のいわゆるコミュニ

ティが成り立たなくなるんではないかと。私は、この小さな伊勢町という行政区域の中でいくと、

若いほうから考えて何番という状況なんです。真ん中よりも若いんです、私が。そんなことは普通

は考えられないというふうな状況なんで、そういう中で、もうこれは私がここで逆読みと申しまし

たのは、第５次の後期の計画で、30年なり32年ですか、まで待っていられないと、もう本当に来年、

再来年の地域の状況は、じゃ俺の家はまだ大丈夫だろうけど隣の家はおばあちゃんが危ないとか、

ご家族が隣組でいえば今３人だけども、多分２人になる危険性があるとか、もう具体的に、非常に

身近に各地域、集落、行政区域を細かくして細分化した中で安全安心をどう担保するかというふう

な形を見ていかないと、これとてもじゃないけど間に合わないんじゃないかという危機意識からこ

の質問を立てたわけです。その危機意識の根本は、昨今の想定を超える災害、これが原因であるこ

とはもう否めません。まず、こういうふうな認識を私は持つんですが、町長、これについてはどう

いうふうに感じておられますか。まずそこからお聞きしたいと思います。 
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〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） ちょっと質問の要旨の中ではございませんが、私はきょうも知事とブロック別

懇談会ありますが、他の市町村はそれぞれの個々の問題を取り上げていますが、私は大胆に知事に

申し上げようと思っているんです。2040年問題、これをめぐっていろいろな施策は講じられている。

そこにおける第32次地方制度調査会、首相の諮問機関、いわゆるこれから各市町村を大まかに絡め

ながら、そしてこの景気の中で教育、あるいは介護、保健、医療全ての面を、いわゆる仕事を進め

る、このことを法制化するということが諮問されたと。私は、きょうはこれを大胆に取り上げて、

知事の所見を伺おうと思っているんです。私は大反対。私はそのとき言おうと思うんです。2040年

問題、いわゆるこの出雲崎、人口問題推計値40％減、私は絶対これを受け入れないと断言します。

と申し上げますのは、今、町を挙げて、まち・ひと・しごと、地方創生総合戦略、ようやく軌道に

乗り、しかも結果を出しつつ、出雲崎は自然動態こそマイナスとはなっております。これは事実否

めない。でも、社会動態はプラスに転じている。これは、これからの地方が本当に住民の一人一人

の顔が見える密着したその政策を進めることによって効果があらわれつつある、これを逆戻りして

平成の大合併のような、そんなことをしてどうするんだと。さらに、国は2020年から５年計画で地

方の仕事、まち・ひと・しごと創生総合戦略の第５次計画を立てている。とんでもないです。何を

国は考えているんだともう徹底的に言おうと思うんです。というのは、今高橋議員さんのおっしゃ

る、確かに人口は減る、独居老人がおる、世帯も減る、事実です。これは、しかし私たちはしっか

りと受けとめる。受けとめた中においていかに対応する。これを全力を挙げてやるということなん

です。こんなことに評論して、「いや、そうですか、いや、残念です、どうしようもねえな、これ

は困った」、そんなことは私は言わない。今の出雲崎の実態の中において、そういう今高橋議員さ

んのご指摘されたような問題に対して、私はきめ細やかに、先ほどの一般質問出ておりますが、大

胆に対応し、行動するという気持ちでおります。厳しい中で私はあります。私は、悲観はしており

ません。 

〇議長（仙海直樹） ４番、高橋議員。 

〇４番（高橋速円） 私は悲観とか、そういうことを言っているんじゃなくて、こういう現状の中で、

安全安心、つまり町内なり集落なりの安全安心をどう私たち町民は担保するかと。その通告書にも

あるように、顔の見える関係づくりということが一番根っこになると私は思うんです。ところが、

今町長言われましたけれども、受け入れる、受け入れない、それは町長として任せますが、町民レ

ベルでいきますと、まずやはり個人情報保護の、個人情報に関する制約がいろいろな意味で強過ぎ

て、まるきり詳しいデータは区長なり民生委員がわかっているんでしょう。ところが、隣でもわか

らないというのが今の我々の毎日なんです。どうもこのごろ隣の母ちゃん見えないけど、ひょっと

して入院しているのかな。いや、わからんし、聞くに聞けないし。だから、頭の中は皆さんみんな

都会化しちゃって、遠慮するみたいなことになっちゃっているんです。ところが、現実はそうじゃ
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ないわけでしょう。ここをカバーする仕組みが私は大事ではないかと。そうでないと、幾ら町長が

いろいろな意味で現実を、国等の施策等については異議ありというふうなことをおっしゃっており

ますが、そこのしぼんできているこの現実の中で、お隣同士の声をかけ合える、そういう関係づく

りという。それで、私はＳＮＳということにして活用する意思はないかと、こう言ったんですが、

実は幾つか提案があるんです。 

  今町ではツイッターで情報等を提供されておりますが、フォロワーが今143というふうにカウント

されているようですが、そういうものをやっているなんていう、その情報が町民にはほとんど伝わ

っていない。今一応ここの手元に９月号の広報いずもざきを出しましたけど、この中で一番ちょっ

と目に見えない後ろのほうにあれが添付されているんです。これは、やっぱりまず町はもうこれか

らは広報。こういう紙媒体もいいです。紙媒体もいいんですけど、やはりツイッターなりなんなり、

フェイスブックもそうです。この辺にもうあれ入れちゃって、町がそういうふうに積極的に関与し

ていますよという姿をやっぱり見せてやってほしいんです。ほとんど聞きますと、高齢者の方はタ

ブレットなりスマホはなかなか使いこなせないともう決めているんです。そうじゃないです。意外

と皆さん使いこなしておられるように私には見えます。ですから、そこに情報を盛り込んで、そし

てそういういわゆる高齢者の方も若い人も同じく情報が行き渡るように。従来のものは従来でもち

ろんやります。ある意味では、だからコストはかかる。それから、人もかかるんです。かかるけど、

これはある意味ではしようがないというふうに私は思うんですが、こういう考え方については町長

どう思いますか。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 今高橋議員さんのおっしゃるように、確かに今情報化時代、その中におけるＡ

Ｉ問題とか、いろいろなことが叫ばれ、やっぱり将来はそういう方向の中で事が進むだろうと、そ

のことによって人口減少、あるいはいろいろな問題に対する解決が近道になるだろうと言われてお

りますが、今実態といたしまして、これ長岡市と柏崎市だったですか、全職員にタブレットを持た

せたんだか、どうもなかなか活用されておらないという実態が見えるわけです。だから、今こうい

う時代ですので、私はやっぱり両極を使い分けていかなきゃならんと思うんです。やっぱり今の若

い人なり、特にこの役場、これからの仕事を進めるためのやっぱり機械化なり、いろいろな意味の

簡略化というか、こういう文明の機器、タブレットなりいろいろな面を使ってやっていかなきゃな

らないという実態は間近に迫っているんですが、これからどんどんそういうことになって、スマー

ト自治体ということが前面に出まして、そういうことになってくると思うんです。これをひとつ私

たちは受け入れて、職員の皆さんからも前向きに捉えていただく。しかし、高齢化が進む中におけ

る、今高橋さんがおっしゃるように、ＳＮＳ等々の機関を活用して情報をいち早くキャッチすると

いう、そういう人たちというのは限られてくると思うんです。これを、私も年で、今タブレット、

あれを使っていますが、限られたものしか使えない。わからなくなると職員に聞いて、どうするん
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でしょうかなと指導を受けている。そういう中に、高齢者の皆さんは、なかなかそこまでの先端技

術についていけないと思うんです。おっしゃる災害関係とかいろいろな問題については、やっぱり

これはきめ細やかに情報なり人間対人間の関係の中できめ細やかな対応と、今高橋さんがおっしゃ

る、今時代がそういう流れになっておるわけですから、当然そういう事態がもう来ているわけです

ので、役場職務内においては先端技術を利用しながら、できるだけスリム化して、町民サービスな

り、それを欠かないようにする。一般町民に対する災害なりの面については、やっぱり目で耳で、

あるいは文書できめ細やかに伝えるということは大事じゃないかなと。だから、一概に全町民にそ

ういう今のシステムを利用して情報をキャッチしてもらうというのはなかなか難しいと私は思うん

です。将来はそういう時代になってくるのでしょうか。今のところは現状としては、やはり両極を

使い分けながら、ミックスしながら効果を上げていくということが私は大事じゃないかなというふ

うに。私も余りこういう先端技術には詳しくございませんので、はっきり申し上げて、一般質問出

ますと、このＳＮＳってどういうことなんだやという、お聞きして初めてお聞かせいただいてわか

ったというようなところもございますので、そういう面については、時代がそういう時代になって

おりますので、また十分そういうことも勉強しながら、進めながら、一方においては、やっぱり高

齢化が進んでおりますので、従来どおりきめ細やかな対応、この両極を使い分けていかなきゃなら

ないかと私は思っています。 

〇議長（仙海直樹） ４番、高橋議員。 

〇４番（高橋速円） もうちょっと話を進めます。 

  今特に要介護支援の方とか、あるいはいわゆる高齢の方も含めまして、ポイントになるものはい

わゆるお一人、特にお一人なりの方の話し相手、あるいはその方の居場所、何かあったときにどこ

におられるか、その次にどう逃げるかということがあるんですが、とにかく居場所とか何かのそう

いうものを、やはり今の現状では、いわゆる高齢者向けの緊急通報装置ということも、今成果書に

よると94件使われているというふうなことでございますけれども、今の中ではそういう限られた方

と、あとは区長と民生委員といわゆる消防団の分団のところに名簿類が行っていると。だけど、い

ざというときには限られた方しか動けないし、下手すると区長さんも自分が歩くのもやっとという

ふうな地域もあるぐらいなんです。ですから、そうすると、今私がちょっと触れましたが、一人一

人の居場所がどこにあるか、いるかみたいなことが緊急のときには絶対に必要でありますので、で

すからそうすると、私がさっき隣同士の声かけだというのは、つまり隣のじいちゃんは大体この辺

に寝ているとか、こっちのお宅は大体あの辺におられるよとか、というのが隣同士なり近隣の方が

知っているようでないと、非常に初動がおくれるわけです、何かあったときに。私が一貫して今回

取り上げたいのは、この初動のこの部分で、もう本当に地域がかなり危機状態に来ている。気持ち

は何とかしようとみんな思っているわけですから、そこをどうカバーするかということを私は提案

しているわけでして、ですからそこでさっきのこの中のこの正面に入れるとか何かは署内のほうで
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検討していただくとしまして、いずれにしても情報をどんどん出すということについてはもっと積

極的にあっていただきたいと思うんですが、その辺については町長どうお考えですか。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） おっしゃるように、災害時なりいろいろな面につきましては、やっぱり私たち

町といたしましても本当に十分そういう皆様方の対応を考えながら行動してまいりますし、さらに

日常生活におけるふだんの中における近隣のつき合いも、高橋さんのおっしゃるような危機感もあ

ろうと思いますが、例えば私の集落なんかいいますと、家内も「はてな、隣の人はあれだかな、あ

のおられるのはどこへどうされたんだかな」というようなことをしょっちゅう言うんです。「人の

ことを余りそういうかかわることもよくない。肝心かなめのとこに、今回は細かいそこまであれだ

ろう、みんなしっかりやってんだから」と言いますが、やっぱり案外そういう今のお年寄り、そう

いう皆さんの近隣の関心というかつき合いというのが本当に私は、都会の、かつては隣の人ぞ何す

るものだというような、それは都会が田舎に移ってきてはいると思うんですが、まだまだ出雲崎は

そういう点は、やっぱり近隣のつき合いというか、そういうものは私は今のところ高橋さんのおっ

しゃるような、そういう危機的な、まだ状況ではない。みんなが隣同士を案じている状況にあるか

なと思っているんですが、ただ災害時における要支援の避難なりをどうするかということについて

は、先ほどのちょっとご質問にもお答えしていますように、きめ細やかに民生委員なりいろいろな

皆さんから対応いただきながら、速やかにひとつ安全を図るというようなこともやっておりますの

で、情報発信ということにつきましてはできる限りまたいろいろな面で伝えてまいりたいと思いま

すが、今区長さんも町から出る文書が多過ぎるとか、配布に困るとかと非常にお困りのお言葉もい

ただいているんです。そういう中でできるだけいろいろな細かい面を発信し、またお伝えしたいと

いうことで、ご迷惑かけながらもある程度集約しながら情報発信、いろいろ配り物をしたり、いろ

いろご理解いただくというようなことをやっておるんですが、今のところ町としてもできる限りの

対応はしているかなと思っているんですが、今高橋議員さんからご指摘いただきますように、また

議員さんからも、そういう意味でもう少しこういったサービスあったら、もっとこうすべきじゃな

いかというようなご提案があれば、私たちも十分それに対応していきたいと思っております。広報

紙の活用等々につきましてもご理解いただきながら、そういう内容等においても情報発信のやっぱ

り大きな武器となるようにまた考えていきたいと思いますので、お気づきの点がございましたら何

なりとお申しつけいただいて、ひとつ十分いろいろな意味の情報が住民にきめ細やかに伝わるよう

にしたいと思っておりますので、その辺はまたお考えありましたら十分お聞かせいただいて、考え

て、私たちも対応してまいりたいと思いますので、よろしくひとつお願いしたいと思います。 

〇議長（仙海直樹） ４番、高橋議員。 

〇４番（高橋速円） 次の質問に入ります。 

  通告書にございますが、町内で３世代で世帯を持たれたり、住まいは別でも一族で住んでおられ
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る皆さんを応援する意思はないかということなんですが、もっと詰めて言いますと、全般に今町長、

町当局では、いわゆる若い世代への働きかけなり若い世代を何とか呼び込もうと、それについて異

論はないんです。ですが、その裏側には、ここを離れたくても離れられないというか、何とかこの

地域を、あるいはいろんな事情から、何とか頑張ろうと、このエネルギーは新しく入る人以上に大

変なエネルギーが私は要ると思っているんです。 

  私が言いたいのは、特に３世代ということは、いわゆるおじいちゃん、おばあちゃん、この方の

気苦労はかなりのものだと思うんです。私のところではまだ私の今の家族では孫はいませんが、か

なりよそを見ておりますと、やっぱり気苦労は大変なもんです。一番頑張っているそのところにち

ょっとでも応援する手だてはないものかというのがこの質問なんです。ちょっと敬老の日なりなん

なり、それは敬老会やっているからいいんだというんじゃなくて、違う意味でも何か応援する手だ

てないものかなというふうに私は思うんですが、どうですか。町長のお考えをお聞きしたい。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 高橋議員さんのご質問のように、本当に期待するところはやっぱり核家族化で

はなくて同居世帯、第３世代の世帯が持たれるということは本当に私は期待をいたしておりますし、

現にそういう世帯も多いわけでございますが、そういう皆さんに対しては本当に敬意を表し、感謝

をしております。 

  さて、それに対する対応はどうするかということですが、それぞれの世帯におきましては、逆に

経済的な支援というよりも、私の世帯も第３世代でなっているんですが、私はやっぱりそういう生

活ができることの喜びというのが大きいです。お金とかそういう支援じゃなくて、そういう一つの

生活形態、スタイルができているということは、それはいろいろ問題あるんですが、私はやっぱり

これ最高の幸せだなと思っているんです。だから、今町にもそういう世帯もございますし、同居し

ておられなくともスープの冷めぬ近くにお住まいをつくられると、本当にいいことだと思うんです。

そういう人たちはあえて経済的な何を期待をするよりも、そういう世帯構成になっておることを、

その皆さんは喜びを享受しておられるんではないかなと私は推測させていただいている。私も自分

の今の状態からして喜んでいるというところでございますので、経済的な支援とかそういうものに

ついてはちょっとまたいかがなものかなと思っているんですが、しかしやっぱり私たちはそういう

第３世代でそういう人たちが近くに住居を構える、そういうときにはまたリフォーム、新生活する

場合、取得、リフォーム補助金等々、これはまた好評でして、補正もさせていただいておるところ

でございますので、そういう面についてまたご要望があれば十分応えていきたいと思いますが、３

世帯に対する経済的なそういう何かというのはいかがなものかなと私は思っておりますし、余りそ

ういう声も聞いておりませんので、逆にそういう立場の人、満足しているんじゃないかなと思って

おるわけですが。それはいろいろ問題はあります。でも、満足をされているんじゃないかなという

感じもしておりますので、今のところ特別そういう問題に対しての支援というのは考えておらない
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というところでございます。 

〇議長（仙海直樹） ４番、高橋議員。 

〇４番（高橋速円） 担当のほうから３世代にかかわる資料をちょっとお願いしまして、いただきま

した。そうしますと、町内３世代でのお住まいの方が、世帯数でいうと1,620のうち262という方々

が３世代でおられるということだそうです。それだけおられるということは、今おっしゃるように

喜んでおられるという方もおられるんでしょうが、そうでない方もおられる。これはもういろいろ

あると思います。それはもうちょっと棚上げしまして、私がこの応援する意思はないかというのは、

別に経済的という意味ばっかりじゃありません。いろいろな意味で、一番経済的な形での応援とい

うのがいいんじゃないかというふうには思いますが、ただ形はいろいろな形があると思うんです。

ただ、一応私、特に問題は、そこら辺も目配り、気配りしますよという意思表示です。その意思表

示は、やはり何らかの形でバックアップしますよというふうなことは、気苦労を重ねている皆さん

方にとってはやっぱりありがたいなと私は思うんですが、重ねてお聞きしますけど、どうですか。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 今高橋議員さんのおっしゃるように、時代の趨勢は核家族化がもう急速に進ん

でいる中における多世代のこういう同居するということは、本当に私はそういう方々に対して満腔

の敬意を表し、今後ともまたそういう関係、同じ家に同居するというのもなかなか難しいです、今。

お嫁さんもらったりなんかすると、なかなか難しい問題もあるんじゃないかと思うんです。だから、

スープの冷めない間柄の中で近くに家を建てたり、そういう世帯に対してはまたそれなりの対応を

するというような方法もあろうかと思います。これは、町としてのやっぱり国からのあり方として

期待をすると、もう期待をかけます、本当に感謝しているんだということをあらわす何かも必要か

なと思っていますが、その辺もひとつまた十分ご質問の趣旨を踏まえながら対応してまいりたいと

いうふうに思っています。 

〇議長（仙海直樹） ４番、高橋議員。 

〇４番（高橋速円） ３つ目、最後の質問に入ります。不明土地と言われている、いわゆる不明土地

問題に触れます。 

  これも関係の町民課のいろいろデータ当たっていただきまして感謝しておるんですが、特に先ほ

ど来からの質問にもございましたけど、高齢化が進み、いわゆる登記が何が何でも義務化されてい

ないわけです。そうすると、下手すると50年以上未登記というふうな形の場所がいっぱいあると。

これがますます、いわゆる年齢が上がるというか、時間経過しますと、特に住宅地におけるそうい

う未登記の問題なり不明土地と言われるものがますます、これ増える危険性がある。そうすると、

この先いろいろな意味で、もろもろの施策に支障を生ずることがいっぱい出てくるわけです。とこ

ろが、これは今のまま、行政、今回本当にいい勉強、私させていただいたんですけども、いわゆる

個人情報にかかわることでもありますから、町は課税に関する、つまり税金をかけるここにかかわ
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るものはわかっているわけです。ところが、そうでないものについては全く触れられないわけです。

そうしますと、今のままで何かあったとき急にここは誰だ、どこだ、あるいは災害あったときどう

なるということでは常に後手後手に回るわけです。ですから、そういう意味でいうと、不明土地を

解消する、国はこの６月ですか、参議院も通過しましたというか成立していますから、近いうちに

施行の段階になるんでしょうけども、しかしこの出雲崎においてはそれを待っていてもどうしよう

もない。早いうちに、未登記の、あるいは相続されていないところは早く相続等の問題に注意を向

けてくれというところを、やはり注意喚起もそうですし、そこに何かプラスアルファ、そこを私ち

ょっと提案するのは経済的な形ででも何でもとにかく応援しますと、ポイントつけますよと、プラ

スアルファつけますよと、だから早いところ未登記のそういう部分を不明土地解消のために、皆さ

ん自身の財産ですというふうな形で旗を振る必要が私はあると思うんですけども、その辺の認識は

いかがですか。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 所有者不明、あるいはいろいろな未登記等々の問題についての町独自の施策と

いうことでございますが、これはそういう土地もあるわけですが、それを追跡調査し、そういう方

向に持っていくということになりますと、非常にすごい労力を要するということでございますので、

課税する土地の価値等とも金額ございますし、そういう点から勘案しますと、全て町が過去にさか

のぼって独自に調査するということはまず不可能じゃないかと。ただし、公共内、いろいろな関係

するところにもしその土地があれば、それは当然解決しなければ、その事業を執行、進めるわけに

はまいりませんのでやりますが、過去にさかのぼって全てを調査するとか、これはちょっとどうあ

っても不可能に近いと思っています。ただし、今高橋議員さんおっしゃるように、今後の問題につ

いては、申し上げていますように、例えばこの町を離れる、いろいろなときにはそういうことのな

いように、個人にかかわる問題ですが、所有なりいろいろな面についてはしっかりと、町としても

そのご本人との話し合いをしながら、確認をしながら進めてまいりたいということを今行っており

ますので、これからの問題でそういうことはまず起きないですが、今までは本当にそういう点はた

くさんあると思うんです。それを追跡調査してどうするということは、今のところとてもじゃない

が、町の今の現状では処理できかねる。あるいはまた、それが町の課税なりにかかわってマイナス

ということでありますれば、プラス・マイナスの、いわゆるバランスを考えたときにプラスになれ

ば、それはそうなんですが、全く不明の土地は30万円以下については課税をしないということにな

っていますので、その土地まで追跡調査はなかなか難しいんではないかと思っていますので、今後

そういう問題が起きないようにしっかりと対応してまいる、今窓口でも進めていますので、ご理解

いただきたいと思います。 

〇議長（仙海直樹） ４番、高橋議員。 

〇４番（高橋速円） 追跡調査をしろというふうに申し上げているんではございませんで、もうこれ
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からなんですけども。ただ、今までやっていない方への働きかけも、ぜひともそこに何か恩典つけ

てやってくれないかということなんです。それは、いろいろな、これだけネズミ算式にもう広がっ

ちゃうんです。だから、大変なことなんですが、一応調べていただいたことでいうと30万円未満と

いうことなんですけども、筆数でいったらすごい筆数がカウントされているし、地籍においては町

全体でこの課税基準未満の土地に対しては191万2,000平米余のことだというと、大変なことなんだ

なと本当に思っているんです。特にその中の宅地ということについても、やっぱり筆数でいっても

大変な数字がカウントされておりますんで、だからそれはやっぱり早目に働きかけをしていただき

たいと私は思うんです。ですから、その辺はそう何かコストがかかることでもございませんから、

その辺も特段の配慮も願いたいと思うんですが、その辺最後ぐらいはちょっといい返事をしていた

だければと思うんですが、町長どうですか。 

〇議長（仙海直樹） 町長。 

〇町長（小林則幸） 申し上げておりますように、やっぱり追跡調査により、それなりに町にプラス

アルファのそういうメリットがあるのかどうか、逆にそれに対するコストだけをかけて徒労に終わ

るのか、その辺の見きわめをしながら、しっかりとまた対応してまいりたいと。また、皆さんの中

でもやっぱりいろいろお気づきの点があったら、こういう土地はこうだよ、これに対しては町はど

う考えているんだというようなことがございましたら、また改めて対応もしてまいりたいと思いま

すので、いろいろとまたご指摘もいただきたいなと思っておりますので、よろしくお願いします。 

〇議長（仙海直樹） これで一般質問を終わります。 

                                             

    ◎散会の宣告 

〇議長（仙海直樹） 以上で本日の日程は全部終了しました。 

  本日はこれで散会をいたします。 

                                   （午後 １時３４分） 


